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表紙紹介

アメリカ合衆国・アリゾナ州ページ近郊にある，ロウワー・
アンテロープ・キャニオン（Lower Antelope Canyon）です．
多くの観光客を集める名所です．この美しい谷は，Navajo砂岩
の侵食によりできたもので，太陽光が入ってくると幻想的な光
景を呈します．入り口が地表面と同じ高さで，梯子を下って谷
底にたどり着きます．Navajo砂岩の形成年代は定かではないで
すが，三畳紀後期～ジュラ紀前期，のようです．

（2012年９月撮影）

アンテロープキャニオン

写真・文　山口耕生（東邦大学）

Island Arc新名称募集中です！

応募締切：2013年１月31日（木）必着

応募方法など詳しくは，ニュ－ス誌11月号または
学会HPをご覧下さい．
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ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募

主催：国際陸上科学掘削計画（ICDP）

Japan Beyond-Brittle Project

地熱エネルギーはベース電力を担うことが

可能な唯一の国産再生可能エネルギーです

が，そこには多くの導入阻害要因があります．

国内の地熱研究者は脆性－延性境界以深に人

工地熱貯留層を作成することにより，地熱開

発における不確定性，逸水，誘発地震，温泉

への影響などの多くの問題の解決が期待でき

ると判断し，弘前大学　村岡教授をリーダー

としてJapan Beyond-Brittle Project（JBBP）

を2011年に立ち上げ，科学的・技術的視点か

ら実現可能性を検討してきました．本年，国

際陸上科学掘削計画（ICDP）から，下記の

ようにJBBPに関する国際ワークショップを

開催することが認められました．本WSでは，

アイスランド，ニュージーランド，米国等の

研究者らと脆性－延性境界以深における岩体

の様々な特性，注水によるき裂の形成メカニ

ズム，岩石熱水相互作用など，科学的に未解

明の点について重点的に議論を行なう予定で

あり，本学術分野に関連する多くの科学者の

皆様の参加を期待しています．また，同時に

第10回 International Workshop on WATER

DYNAMICS/Deep Carbon Cycle（東北大学

グローバルCOEプログラム「変動地球惑星

学の統合教育研究拠点」主催）も開催されま

す．

日時：2013年３月12日（火）～16日（土）

（14日は見学会．松川，八幡平地域を予定．

16日は有志による報告書執筆．）

会場：東北大学工学部（仙台市青葉区）

参加費：無料

参加申込締切：2013年３月１日（金）

申込方法：事務局へメールまたはFAXにて

連絡

問い合せ先：〒980-8579 仙台市青葉区荒巻

字青葉６-６-20

東北大学・大学院環境科学研究科内

ICDP-JBBPワークショップ事務局

浅沼　宏

TEL&FAX 022-795-7399

jbbp@geoth.kankyo.tohoku.ac.jp

ICDPワークショップ
“Japan Beyond-Brittle Project
（JBBP）－Scientific drilling to
demonstrate a feasibility of
the engineered geothermal

system in ductile zones－”開催

１．公募人数：水・物質循環部門 教授 １名

２．研究分野：有機地球化学．特に寒冷圏の

水・物質循環に関する研究を推進できる方を

希望します．

当研究所は，寒冷圏および低温環境下にお

ける自然現象の基礎と応用の研究を目的とす

る共同利用・共同研究拠点の研究所であり，

その中で当該部門は，寒冷圏を中心にして，

地球上の熱・水・物質の循環と変動に関する

研究を中心課題としています．このような理

念を理解し，他機関の研究者と共同研究を積

極的に遂行するとともに，北海道大学大学院

での教育にも十分な能力のある人材を求めま

す．なお，教育は北海道大学大学院環境科学

院を担当して頂く予定です．

３．着任時期：決定後なるべく早い時期

４．任期：なし

５．提出書類：

a．履歴書（連絡先，大学入学以降の学歴，

研究・教育歴，学位，受賞歴など）b．研究

業績目録（査読制度のある学術誌に発表した

原著論文，総説，著書，その他などに分け，

応募者氏名に下線をつける）c．主要論文別

刷あるいはコピー５編以内（研究業績目録に

印をつける）d．科学研究費などの採択状況

e．国内外の学会などでの活動状況（役職や

編集委員などの担当歴，会議やシンポジウム

の企画，招待講演など参考になる事項）f．

これまでの研究概要と成果（A４用紙に２～

３ページ程度）g．着任後の研究計画・展望

および教育・研究に対する抱負など（A４用

紙に２～３ページ程度）h．応募者について

意見を伺える方２名の氏名，所属，連絡先電

話番号および電子メールアドレス（以上の他

に推薦書を添付してもよい）

６．応募締切：平成25年１月31日（木）必着

７．書類提出先：〒060-0819 札幌市北区北

19条西８丁目

北海道大学低温科学研究所長 古川義純

８．情報入手，問い合わせ先：

a．研究所の概要，関連する研究分野のス

タッフについては，当研究所のホームページ

（http://www.lowtem.hokudai.ac.jp/）をご覧

ください．

b．問い合わせ先

北海道大学低温科学研究所 教授 渡辺　力

TEL：011-706-5488，FAX：011-706-7142

E-mail：t-wata@lowtem.hokudai.ac.jp

北海道大学低温科学研究所
教員公募

目的：優れた科学技術に関する映像を選奨

し，科学技術への関心を喚起し，その普及と

向上を図るとともに，社会の科学技術教養の

向上に資することを目的とする．

参加部門：

（1）自然・くらし部門

①自然，環境，生物生態記録

②くらしの脅威（たとえば，防災，安全など

に関するもの）や疾病の治療や予防に関す

る作品で，研究開発部門に該当しないもの

（2）研究開発部門

①基礎研究および学術研究を紹介した作品

で，科学者・技術者が研究を進める手段と

して製作した映像，または，研究業績発表

のために用いた映像を含める

②基礎医学，臨床医学，歯学，薬学，保健の

研究を紹介した作品

③最新の科学技術・産業技術および研究開発

などを中心に，その現状と将来などの応用

面を紹介した作品（たとえば，エレクトロ

ニクス，エネルギー，材料，機械，バイオ

テクノロジー，農林水産分野などに関する

もの）

（3）科学技術教養部門

①主に小学生，中学生，高校生および社会一

般を対象として製作された教材作品で，物

理，化学，地学，生物，技術・家庭（もの

づくり教育を含む）など科学教育に関する

作品

②上記の各部門に該当しない，科学や技術に

関する作品（たとえば，技術史，考古学，

人類学，評伝などに関するもの）

募集締切：2013年１月25日（金）

参加方法：科学技術映像祭公式ホームページ

より申込

入選発表：2013年３月中旬予定

表彰式：2013年４月19日（金）予定

表彰式会場：当館サイエンスホール

主催：（公財）日本科学技術振興財団，（公

社）映像文化製作者連盟，（公財）つくば科

学万博記念財団

参加申込方法など，詳細はこちらをご覧くだ

さい．

http://ppd.jsf.or.jp/filmfest/

第54回科学技術映像祭
参加作品募集
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職名：教授または准教授　１名

待遇：本学の規定による

担当分野：石油地質学，堆積学

担当予定授業科目：「石油地質学」「石油地

質学実験」「地質調査法実習」等

応募資格：

博士の学位を有すること．大学院博士前期

課程．および後期課程担当可能な方．石油地

質学分野，堆積学分野で顕著な実績または研

究業績をあげ，本学部で研究・教育に意欲的

に取り組まれる方．

英語による講義･演習等が可能で，野外に

おける地質調査の指導が可能な方．

採用予定年月日：平成25年９月１日以降のな

るべく早い時期

提出書類：

（1）履歴書（別紙様式） 写真を添付し，e-

mailアドレスを現住所欄に記入すること．ま

た，教育職歴がある場合には，担当科目を明

記すること．（2）学位取得証明書または学位

記の写し（3）教育研究業績一覧（別紙様式）

（実務実績がある場合は石油鉱業での実務実

績を詳述すること）（4）研究費取得状況（様

式自由　科研費とその他に分けて作成）（5）

主要論文別刷り（コピー可）５編以内（6）

所属機関内外での教育指導経験（様式自由

非常勤講師を含む）（7）これまでの業績概要

（様式自由　日本語の場合は1,500語程度，英

語の場合は700語程度）（8）本学部において

教育･研究に携わる抱負．（様式自由　日本語

の場合は1,000語程度，英語の場合は500語程

度）（9）推薦者または意見を求めることの出

来る方２名の氏名と連絡先（様式自由）

応募締切：平成25年１月11日（金）17時必着

応募書類提出先：

〒010-8502 秋田県秋田市手形学園町１－

１　秋田大学長　宛

Tel：018-889-2214（総務課新学部創設・

学部改組準備室）

問い合わせ先：

〒010-8502 秋田県秋田市手形学園町１－

１

秋田大学大学院工学資源学研究科　佐藤時

幸

e-mail：toki@gipc.akita-u.ac.jp

応募書式や詳細は下記を参照して下さい

http://www.akita-u.ac.jp/honbu/info/

in_recruit_public.html

職名：教授または准教授　１名

待遇：本学の規定による

担当分野：鉱床学，鉱物学，固体地球化学

秋田大学国際資源学部（仮称）
教員公募（2）

秋田大学国際資源学部（仮称）
教員公募（1）

育研究業績（実務実績がある場合は金属鉱物

資源産業での実務実績を詳述する）一覧（別

紙様式２）（4）研究費取得状況（様式自由

科研費とその他に分けて作成）（5）主要論文

別刷り（コピー可）５編以内（6）所属機関

内外での教育指導経験（非常勤講師を含む）

（7）これまでの業績概要（様式自由　日本語

の場合は1,500語程度，英語の場合は700語程

度）（8）本学部において教育･研究に携わる

抱負．（様式自由　日本語の場合は1,000語程

度，英語の場合は500語程度）（9）推薦者ま

たは意見を求めることの出来る方２名の氏名

と連絡先（様式自由）

応募締切：平成25年１月11日（金）17時必着

応募書類提出先・問い合わせ先は，公募（1）

と同じ．

応募書式や詳細は下記を参照して下さい

http://www.akita-u.ac.jp/honbu/info/in

_recruit_public.html

趣旨：産総研ではポスドクとして雇用した若

手博士人材が，産総研の研究プロジェクトに

参加するだけでなく，特別に用意した研修を

受ける「産総研イノベーションスクール」を

開校しています．「産総研イノベーションス

クール」は，若手博士人材が専門分野につい

て高度な知見を有しつつ，より広い視野を持

ち，異なる分野の専門家と協力するコミュニ

ケーション能力や協調性を獲得して，産業界

をはじめとした社会の幅広い分野で活躍する

ことを目指した事業です．スクールのカリ

キュラムには，産総研の「本格研究」に関す

る講義の受講と演習，企業現場での実地研修

（OJT）などがあります．過去のスクール修

了生は，複合的問題を解決する能力を獲得し，

企業等で即戦力として活躍しています．

１．募集人数：20名程度を予定

２．応募資格

イノベーションスクールの趣旨を理解し，

新たなキャリアパスを見通すために，本格研

究に関する座学，企業OJTなどのカリキュラ

ムに積極的に取り組んで頂ける方．博士の学

位を有する方，または取得見込みの方．雇用

開始日において，博士号取得後７年以内の方．

産総研特別研究員としての雇用歴が５年未満

の方．研究開発業務の遂行に支障のない健康

な方．他と二重雇用とならない方．日本語で

の講義，演習に支障がない程度に日本語がで

きる方．平成25年４月１日に着任できる方

（応相談）．

３．雇用期間：１年間（平成25年４月１日～

平成26年３月31日）

産総研イノベーションスクール
H25年度スクール生（ポスドク）

募集

担当予定授業科目：「鉱物学」「地質調査法

実習」「資源学実習」「基礎化学」等

応募資格：

博士の学位を有すること．大学院博士前期

課程，および後期課程担当可能な方．鉱床学，

鉱物学，固体地球化学分野で顕著な実績また

は研究業績をあげ，本学部で研究・教育に意

欲的に取り組まれる方．

英語による講義･演習等が可能で，野外に

おける地質調査の指導が可能な方．

採用予定年月日：平成25年９月１日以降のな

るべく早い時期

提出書類：

（1）履歴書（別紙様式） 写真を添付し，e-

mailアドレスを現住所欄に記入すること．ま

た，教育職歴がある場合には，担当科目を明

記すること．（2）学位取得証明書または学位

記の写し（3）教育研究業績一覧（別紙様式）

（実務実績がある場合は金属鉱物資源産業で

の実務実績も加える）（4）研究費取得状況

（様式自由　科研費とその他に分けて作成）

（5）主要論文別刷り（コピー可）５編以内

（6）所属機関内外での教育指導経験（様式自

由　非常勤講師を含む）（7）これまでの業績

概要（様式自由　日本語の場合は1,500語程

度，英語の場合は700語程度）（8）本学部に

おいて教育･研究に携わる抱負．（様式自由

日本語の場合は1,000語程度，英語の場合は

500語程度）（9）推薦者または意見を求める

ことの出来る方２名の氏名と連絡先（様式自

由）

応募締切：平成25年１月11日（金）17時必着

応募書類提出先・問い合わせ先は，公募（1）

と同じ．

応募書式や詳細は下記を参照して下さい

http://www.akita-u.ac.jp/honbu/info/

in_recruit_public.html

職名：准教授，講師または助教　１名

待遇：本学の規定による

担当分野：鉱床学，鉱物学，固体地球化学

担当予定授業科目：「X線結晶学」「鉱物学実

験」「地質調査法実習」「資源学実習」等

応募資格：

博士の学位を有すること．大学院博士前期

課程担当可能な方．鉱床学，鉱物学，固体地

球化学分野で顕著な実績または研究業績をあ

げ，本学部で研究・教育に意欲的に取り組ま

れる方．

英語による講義・演習等が可能で，野外に

おける地質調査の指導が可能な方．

採用予定年月日：平成26年４月１日

提出書類：

（1）履歴書写真を添付し，e-mailアドレスを

現住所欄に記入すること．また，教育職歴が

ある場合には，担当科目を明記すること．（2）

学位取得証明書または学位記の写し（3）教

秋田大学国際資源学部（仮称）
教員公募（3）



きること．

応募書類（各１部）：

（1）履歴書（写真付き，連絡先の電話番号と

電子メールアドレスを明記のこと，書式は任

意）（2）著書，学術論文（学位論文，レフェ

リー付きの原著論文，総説に区分）及びその

他の論文（レフェリーなしの原著論文，国際

会議発表など）に区分した研究業績のリスト．

それぞれに，著者名，論文名，雑誌名，巻，

最初と最後のページ，発表年（西暦）につい

て記載し，Science Citation Indexに登録さ

れている雑誌には，リストの番号にマーク

（＊）を付けること．（3）レフェリー付きの

原著論文のうち，代表的なもの10編以内の別

刷あるいはコピー．（4）大学等に在籍の方は

教育業績：過去10年間の博士，修士課程への

学生受け入れと学位授与について年度毎に記

載すること．（5）これまでの研究と教育につ

いての概要と採用された場合の研究と教育に

ついての抱負を2000字程度にまとめた文書．

文頭に，採用時の希望職種（教授，准教授，

どちらでも可）を記載のこと．（6）科研費を

含む研究助成金の受領状況（代表者，分担者

を区別し，課題名を明記すること）．（7）応

募者について意見を聞くことのできる方２名

の氏名と連絡先（勤務先，電話番号，電子

メールアドレス）．

応募の締切：平成25年１月28日（月）必着

提出書類の送付及び問合せ先

（1）送付先

〒950-2181 新潟市西区五十嵐２の町8050

番地

新潟大学自然科学系総務課学系庶務係

（2）問合せ先　

新潟大学理学部地質科学科　松岡　篤

電話　025-262-6376（直通）

E-mail：matsuoka@geo.sc.niigata-u.ac.jp

その他詳細は，大学WEBサイトをご参照く

ださい。

http://www.niigata-u.ac.jp/top/person

nel.html

１　職務内容及び採用予定数

北海道開拓記念館に配属され，北海道と周

辺地域に関係する地学分野の調査研究，また，

それらについての資料収集・整理・保存に関

する業務のほか，他分野の学芸員と協力して

展示会や教育普及活動などの企画・実施にも

従事します．なお，調査研究においては，主

として第四紀（現代を含む．）の地質・生

物・古生物を通じた地球環境の解析等の分野

を担当します．

（1）採用予定箇所　北海道開拓記念館

（2）採用予定数　　１名

平成24年度北海道職員
（学芸職員：北海道開拓記念館）

採用選考募集

４．選考方法：書類選考および面接試験

５．提出書類：履歴票，自己アピール表，業

績リスト，博士号取得を証明する書類（学位

記の写し等）もしくは取得予定証明書，応募

票

※証明書以外は，特定の書式があります．

Webサイトからダウンロードして下さい．

http://unit.aist.go.jp/inn-s/ci/employ

ment/index.html

６．応募締切：平成25年１月20日（日）メー

ル添付必着

７．採用期日：平成25年４月１日

８．書類提出先および問い合わせ先

イノベーションスクール事務局宛にメール

添付でお送り下さい．

宛先：school-saiyou-ml@aist.go.jp

件名：【イノベーションスクールPD応募書

類】応募者名

問い合わせ：（独）産総研イノベーションス

クール事務局

電話：029-849-1600（内線：222-41600）

メール：school-saiyou-ml@aist.go.jp

書式等詳細は，下記Webサイトをご覧下さい．

http://unit .aist .go.jp/inn-s/ci/employ

ment/index.html

所属：新潟大学教育研究院自然科学系　環境

科学系列

担当学部・研究科：理学部（地質科学科）・

大学院自然科学研究科（環境科学専攻）

担当予定科目　

学部：岩石学の専門科目，野外実習に関する

科目，地学に関する基礎科目

大学院：岩石学の専門科目　など

職種・人員：教授もしくは准教授　１名

採用予定日：平成25年４月１日以降のなるべ

く早い時期

職務内容：

（1）理学部地質科学科及び大学院自然科学研

究科地球科学コースの教育目標と教育内容，

伝統を理解し，その中の岩石学分野の教育及

び研究に情熱を持って取り組むこと．（2）新

潟大学コア・ステーション地球環境・地球物

質研究センターの研究プロジェクトを積極的

に推進すること．（3）日本技術者教育認定機

構（JABEE）に認定されている教育プログ

ラムに参画すること．

応募資格：

（1）博士の学位を有すること．（2）上記職務

内容に関して優れた教育研究業績を有し，同

分野の教員と協調して教育研究を担える能力

と熱意があること．（3）野外実習の指導がで

新潟大学教育研究院自然科学系
教員公募
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２　受験資格

次に掲げる事項を全て満たす者

（1）昭和52年４月２日以降に生まれた者

（2）学校教育法による大学（短期大学を除く）

を卒業した者又は平成25年３月31日までに卒

業する見込みの者

（3）大学若しくは大学院において地学分野を

専攻し，第四紀（現代を含む．）の地質・生

物・古生物を通じた地球環境解析に関する研

究を，北海道の野外調査を中心として行って

いる者．

（4）地方公務員法第16条の各号のいずれにも

該当しない者

※学芸員資格については，保有していること

が望ましいですが，必須とはしません．ただ

し，採用後速やかに取得していただきます．

３　試験の日程等

（1）第１次試験

①試験日　平成25年１月27日（日）

②会　場　札幌市

③内　容　教養試験（公務員として必要な

一般的知識及び知能についての択一式筆記

試験）・（専門試験：学芸員として必要な

専門的知識能力に関する記述式筆記試験）

【出題分野】地学，地球環境学，博物館学

（2）第２次試験

①日　時　平成25年２月中旬（予定）

４　合格発表

・第１次試験合格発表

平成25年２月５日（火）（予定）

・最終合格発表

平成25年２月下旬（予定）

５　合格者の採用

平成25年４月１日以降を予定しています．

６　応募締切

平成25年１月７日（月）（必着）

【お問い合わせ・応募先】

〒004-0006 札幌市厚別区厚別町小野幌53

番地２

北海道開拓記念館　総務課　担当：松田・

山口

電話番号　011－898－0456（代表）

応募に必要な書類，応募の詳細については，

下記HPからご確認下さい．

北海道開拓記念館のホームページのアドレ

ス：http://www.hmh.pref.hokkaido.jp/

１．職種・人員：助教〔任期なし〕・２名

２．専門分野：地球科学（本学科の構成員と

共同研究できる分野）

静岡大学理学部地球科学科
教員公募



電話：054-238-4800 FAX：054-238-0491

電子メール：satukag@ipc.shizuoka.ac.jp

公募の詳細については，下記HPをご確認下

さい．

http://www.sci.shizuoka.ac.jp/̃geo/geo.html

公募結果

鳴門教育大学大学院学校教育研究科　准

教授

足立奈津子（現職：大阪市立大学大学院

理学研究科特任講師）

採用予定日：平成25年４月１日
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各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の推薦依頼をご

案内いたします．推薦ご

希望の方は，執行理事会

までお申し込み下さい．

助成の趣旨

第44回（平成25年度）
三菱財団自然科学研究助成

３．応募資格：

１）博士の学位を有するか本年度中に取得見

込みの方

２）専門教育，共通教育において，地球科学

の講義，実験，実習，演習等を担当できる

能力を有し，また学生の教育研究指導に熱

意のある方

４．着任時期：平成25年６月１日以降のでき

るだけ早い時期

５．応募書類：

１）履歴書（研究に関連した受賞歴，外部資

金の獲得状況，および専門分野を表すキー

ワードを３つ）２）これまでの研究・教育活

動（2000字程度）３）研究業績目録：A）査

読のある論文および総説（欧文，和文を分け

る）B）その他の論文および総説（欧文，和

文を分ける）C）著書D）その他審査の参考

になる事項（任意）４）主要論文の別刷り

（５編以内）およびそれらの論文概要（日本

語各200字程度）５）本学に赴任した場合の

今後の研究・教育の計画と抱負（2000字程度）

６）応募者について意見を伺える方２名の氏

名および連絡先

６．応募締切：平成25年２月15日（金）必着

書類の送付先および問合せ先：

〒422-8529 静岡市駿河区大谷836

静岡大学理学部地球科学科

学科長　塚越　哲

近年の自然科学の進歩はめざましく，各学

問分野の研究の深化はもとより分野間の相互

作用によりつぎつぎに新たな研究領域が誕生

しつつあります．このような状況のもとで自

然科学のすべての分野（注）にかかわる独創的

かつ先駆的研究を支援します．さらに既成の

概念にとらわれず，新しい発想で複数の領域

にまたがる研究に対しても大きな期待をよ

せ，助成します．
（注）具体的な分野については，HPの応募要領

を参照．

応募期間：平成25年１月７日（月）

～２月４日（月）（必着）

【申込書提出先】

公益財団法人　三菱財団事務局

〒100-0005 東京都千代田区丸の内２丁目

３番１号

Tel．03-3214-5754 Fax．03-3215-7168

応募方法の詳細は，HPをご参照下さい．

http://www.mitsubishi-zaidan.jp



○地質学史懇話会
12月23日（日）13:30～17:00

場所：北とぴあ902号室

鈴木寿志：「要説地質年代」を訳して

井澤英二：「日本鉱業史研究会34年の歩み－

鉱業史と地質学史との接点－」

問い合わせ：矢島道子<pxi02070@nifty.com>

2013年
月　January

○第13回岩の力学国内シンポジウム
日本地質学会　協賛

（併催：第６回日韓ジョイントシンポジウム）

１月９日（水）～11日（金）

場所：沖縄コンベンションセンター

http://www.rocknet-japan.org/jsrm2013/

○水環境学会第58回セミナー
「東日本大震災後の水環境における放射性物

質の挙動」

１月24日（木）

場所：自動車会館大会議室（千代田区九段南）

https://www.jswe.or.jp/

月　February
○学術フォーラム「自然災害国際ネッ
トワークの構築にむけて：固体地球
科学と市民との対話」
日本地質学会　後援

２月１日（金）13:00～18:00

場所：日本学術会議講堂（東京都港区乃木坂）

コーディネーター：北里　洋（第三部会員）

ほか

http://www.scj.go.jp/ja/event/index.html

★西日本支部：平成24年度総会・第
163回例会
２月23日（土）

場所：島根大学総合理工学研究科

同日夕刻に懇親会を，前日（２/22）夕刻に

幹事会を予定

問い合わせ先：西日本支部庶務：宮本知治

e-mail:miyamoto@geo.kyushu-u.ac.jp

2

1

2012.12～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は，日本地質学会行事．

2012年
月　December

○Post Symposium of4.5-session 1,
the 34th IGC, Geopollution, dust,
and man made strata“A flight of
stone steps in Brisbane”

“ブリスベーンで見た坂の上の雲”

12月16日（日）13:00～17:30

主催：国際地質学連合環境地質研究委員会日

本支部

共催：日本地質学会環境地質部会ほか

場所：江戸川グリーンパレス（東京都江戸川区）

詳細は，IUGS環境管理研究委員会日本支部

Tel：0478-59-1491 Fax：0478-59-1491

○第６回ジオ多様性フォーラム
12月21日（金）～22日（土）

場所：JAMSTEC東京事務所（千代田区内幸町）

21日（金）15:00から

木村 学（東大）「沈み込み帯の多様性と

深海掘削」

山室真澄（東大・新領域）「水辺の緑と地

形　－自然再生の現場から」

守屋以智雄（金沢大名誉教授）「世界の火

山の多様性」

22日（土）9:00から

江頭宏昌（山形大農）「山形県庄内地方の

地理的条件と伝統作物」

古川雅英（琉球大）「ジオ多様性が紡ぐ自

然放射線レベル」

他２講演予定

問い合わせ先：矢島道子<pxi02070@nifty.com>

12

月　March
★関東支部：第１回「房総・三浦地
質研究サミット」
３月９日（土）～10日（日）

場所：千葉県立中央博物館

講演申込締切：１月20日（日）

http://kanto.geosociety.jp/

○I n t e r n a t i o n a l   P e t r o l e um
Technology Conference（IPTC）
３月26日（火）～28日（木）

場所：Beijing, China

http://www.iptcnet.org/

月　May
★日本地質学会第５回（2013年度）
総会
５月18日（土）12:30～14:00

場所：北とぴあ（東京都北区王子）

○日本地球惑星科学連合2013年大会
５月19日（日）～24日（金）

場所：幕張メッセ国際会議場（千葉市美浜区）

http://www.jpgu.org/meeting/index.htm

月　July
○国際火山学地球内部化学協会2013
年学術総会
日本地質学会　後援

「IAVCEI2013 Scientific Assembly」

７月20日（土）～24日（水）

場所：鹿児島県鹿児島市

http://www.iavcei2013.com/

月　August
○第６回地殻応力国際シンポジウム
日本地質学会　後援

８月20日（火）～22日（木）

場所：仙台国際センター（宮城県仙台市）

http://www2.kankyo.tohoku.ac.jp/rs2013/

月　September
★日本地質学会第120年学術大会（仙
台大会）
９月14日（土）～16日（月・祝）（予定）

場所：東北大学ほか

9

8

7

5

3

C A L E NDAR

訃　報

次の方々が逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

名誉会員 橋本光男（８月16日） 正会員 有田忠雄（2008年11月25日）
飯山敏道（９月15日） 黄　敦友（2010年12月８日）

※有田，黄会員については，事務局へ逝去のご連絡を頂いていなかったため，遅くなりました
が，会員の皆様にご報告いたします．
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紹　介

最新・高知の地質
大地が動く物語

鈴木堯士・吉倉紳一　編

南の風社　2012年11月１日刊行，A５判，

208ページ，定価本体2000円＋税，ISBN

978-4-86202-057-4

高知県東部の「室戸ジオパーク」が2011年

９月に世界認定された．また，高知県は５億

年前後の年代を示す寺野変成岩や三滝花崗

岩，シルル・デボン系からプレート運動を地

表で明らかにした四万十帯の付加体，足摺岬

のラパキビ花崗岩など，多くの興味ある地質

現象に恵まれている．そういった背景を基に，

高知県をフィールドとし，あるいは高知大学

を卒業した研究者らが集まって，高知県の大

地の物語を熱く綴ったのが本書である．

本書の構成は次の通りである．

まえがき

第１章　室戸ジオパークの魅力

第２章　室戸岬の斑れい岩体とヤッコカンザ

シの住みか

第３章　高知の付加体とメランジュについて

第４章　最近，天然記念物に指定された高知

の地質体

第５章　黒瀬川帯とゴンドワナ大陸

第６章　高知を中心とした四国の付加体に宿

るマンガン鉱床

第７章　ジオ鉄獏で楽しむ高知の地質

第８章　高知の貝化石はおもしろい

第９章　竜串・見残しの奇岩奇勝と生痕化石

第10章　足摺岬のラパキビ花崗岩

あとがき

第１章では，「ジオパークとは」という定

義から始まり，日本列島の特徴，室戸ジオ

パークの紹介，そしてジオパークの活動，ジ

オパーク活動は如何にあるべきか，といった

ことが詳しく書かれている．ジオパークに認

定された後の運営，ケアが非常に重要である

ことが力説されている．「住民に語りかける

旅を」という締めくくりが効いている．

第２章では，世界ジオパークに認定された

室戸岬先端の塩基性層状斑れい岩体の詳細な

説明がなされている．主体である斑れい岩体

のマグマ分化作用とともに，周辺部のシルト

岩が熱変成を受け，さらに一部が融かされて

花崗岩質岩石を生じた珍しい現象が紹介され

ている．また，室戸岬の隆起・沈降について，

過去の地震，文献などから，この1000年～

2000年の間に少なくとも10メートルは隆起し

たこと，水準測量やヤッコカンザシ（潮間帯

に住むゴカイの一種）の住みかの化石と14C

年代測定を組み合わせて，１～２メートルほ

どの隆起と回復とが繰り返され，1000年前と

2800年前に大きな海水面の急激な低下（岬の

隆起）が起こったことが述べられてる．

第３章では，プレートテクトニクスの解説

とともに，高知県の大半部を占める付加体形

成の過程が詳述され，日本列島の付加体，メ

ランジュについての解説へと繋がっている．

そして，過去に起こった「地震の化石」つま

りシュードタキライトの意味するところと，

さらに現在の南海トラフにおける地震発生帯

の研究は世界に発信すべき重要な課題だとし

ている．

第４章を読むと，高知県には何と多くの地

質関連の天然記念物の多いことかが改めて理

解される．既に指定されているのは，鍾乳洞

や漣痕化石，甌穴などであるが，最近指定さ

れたのは住吉海岸のメランジュ，汗見川の枕

状溶岩，四万十町のメランジュ，土佐市のメ

ランジュなど，プレートテクトニクス理論に

よって改めてその重要性が認識されたもので

ある．プレート理論が十分に理解される以前，

四万十帯の調査により，枕状溶岩と泥岩が断

層もなく接触している事実の重要性に気付い

たこと，さらに多数の地域の調査の際のエピ

ソードなどの紹介を読みだすと，ついその中

に惹き込まれてしまう．まさに，著者たちの

謎解きの一瞬である．

第５章は，付加体よりも古い地層，すなわ

ち黒瀬川帯の岩石とゴンドワナ大陸の紹介で

ある．４～５億年前，ゴンドワナ大陸の断片

がプレート運動によって，はるばる赤道より

南にあった岩石が四国まで運ばれたというス

トーリーを解き明かしている．三滝花崗岩や

寺野変成岩，あるいはそれらに密接に関連す

るシルル・デボン系の凝灰岩，火山豆石，さ

らに種々の化石，その後に続く二畳紀～ジュ

ラ紀，白亜紀などの多様な地層・岩石がどの

ようにして生じ，現在の位置を占めたのかと

いう内容である．私事であるが，この付近は

ずっと以前に巡検で見学したことがあり，懐

かしいところである．しかし，その解釈は当

時とはずいぶん変わってきたものだと改めて

思った．

第６章は，マンガン鉱床の観点からプレー

ト運動と付加体との関連を述べている．四国

のマンガン鉱床からは４種類の新鉱物が発見

されたこと，陸源性堆積物にはジュラ紀の微

化石が含まれるが，遠洋に由来するマンガン

を含むチャートからは古い微化石を含むこと

などが説明され，マンガン鉱床に関連した鉱

物のリストもある．マンガン鉱床の成因に関

して，海洋底でのマンガンノジュール・マン

ガンクラストの付加したタイプⅠ，中央海嶺

あるいは海洋島火山活動に伴う熱水作用で生

じた玄武岩に重なるタイプⅡのあることが指

摘されている．

第７章は，独特の筆致で，鉄道に乗って高

知の地質を楽しむ方法が書かれている．鉄道

愛好家には，乗り鉄，撮り鉄など，いろいろ

な楽しみ方があるが，著者らによって提唱さ

れたジオ鉄の楽しみ方が伝わってくる．地球

や大地を意味する「Geo-」に由来する新しい

命名である．鉄道に乗って，沿線に広がる地

質・地形を楽しむというものである．「ジオ

鉄獏」の名は商標登録も認知された．JR四国

土讃線，ごめん・なはり線でのジオ鉄を例に

挙げており，一度鉄道に乗ってこの地を訪ね

てみたくなる．

第８章では，室戸ジオパークに近い安田町

唐の浜での貝化石観察ガイドである．ここに

見られる鮮新世のリズミックな地層には，海

水準の変動による海進海退の様子がよく分か

るという．

第９章では，土佐清水市の竜串・見残しの

奇岩奇勝にみられる生痕化石が紹介されてい

る．この地域は，前期中新世後期～中期中新

世前期にかけての三崎層群が分布し，奇岩奇

勝の名勝となっている．平行葉理，カレント

リップル，ウェーブリップルなどの構造，さら

にヘリンボーンなどの潮流堆積物，インブリ

ケーションなど堆積後の変形構造，津波堆積物

とスランプブロックの形成など，あるいは風化

による「蜂の巣状」地形，巣穴，這い跡などの

生痕化石が露出の良い海岸で見られる．

第10章では，足摺岬のラパキビ花崗岩を中

心に据えているが，一般的な花崗岩類の成因，

分類にも言及している．四国の花崗岩類の一

般的な説明に続いて，ラパキビ花崗岩の成因

が詳しく述べられている．日本ではきわめて

珍しい足摺岬のラパキビ花崗岩は，およそ

1300万年前に貫入した世界一若いラパキビ花

崗岩である．この花崗岩は，通常の結晶作用

の順序とは逆に，斜長石をカリ長石が取り囲

んでいる特徴があるが，この成因について，

先に貫入しカリ長石が晶出していた花崗岩マ

グマ溜まりに，後から玄武岩マグマが注入し，

カリ長石が融食されて円形になり，玄武岩マ

グマからのカルシウムやナトリウムが供給さ

れて，カリ長石の周辺に斜長石が覆ったとの
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とする機能）を持っているかが説明されてい

る．著者らが瑞浪超深地層研究所，釜石鉱山

などで行った研究例を示すとともに，地下研

究所における実験の必要性が力説されてい

る．第３章は，著者らのグループが最も力を

入れて研究してきた「水みち」に関する記述

である．「水みち」となる割れ目や断層は，

放射性核種をどのくらいの速度で，どのよう

に移動させるのかを明らかにするために，著

者らがどのような岩石・鉱物・地質構造に着

目し，どのような手法・技術・ロジックで研

究してきたのか，そしてその成果は地層処分

に関して何を物語ってくれるのかが，生き生

きと述べられている．最も読みごたえのある

章である．第４章では，日本列島のような変

動帯においても，隆起速度，火山活動，活断

層分布などの観点からみて，長期にわたって

安定な環境が存在することを述べている．同

様な情報は，著者らが取りまとめた地質学会

リーフレット４「日本列島と地質環境の長期

安定性」にもコンパクトにまとめられている．

第５章のタイトルは「残された課題」とさ

れ，今後どのような課題を解決すれば高レベ

ル放射性廃棄物が安全・確実に地層処分でき

るかがまとめられているように感じられる

が，実はそうではない．著者の言葉を借りれ

ば「数万年以上もの将来を100パーセント見

通すことはできない．そこには必ず不確実性

が伴う」のである．また，第５章以外にも，

「正確に見積もることは難しい」，「未だ不明

な点が多い」，「今後，詰めて行かなければな

らない課題である」といった表現が散見され

る．しかし，逆に考えれば，これらの課題を

解決していくことにより，不確実性は徐々に

小さくなっていくのである．将来，日本国内

のどこかに高レベル放射性廃棄物を地層処分

することが決まった際に，この不確実性が少

しでも小さくなっているように，我々地球科

学者は準備しておかなければならない．今後

の，当該分野における研究の進展が待たれる

ところである．

評者は，この本を，地層処分の専門家だけ

でなく，地層処分について学んでみたい，考

えてみたいと思う全ての方々，特に地質学を

専門とする方々にお勧めしたい．たいへん危

険な25,000本分相当の高レベル放射性廃棄物

は，今生きている私たちの生活を豊かにする

ために作られたものである．それを負の遺産

として子孫に残さないようにすることが，そ

の恩恵を享受した私たち，特に私たち地球科

学者の責務なのであるから．

（小嶋　智）

説明がなされている．

全体として，記述にもそれぞれの著者の個

性が表れているが，どの章も平易に解説しよ

うとの努力がみられ，解説も写真や図面を多

用されており，分かり易く面白い．一読して

本書を携えながら，豊富で興味のある高知の

地質現象を訪ねてみたくなった．日本各地で

もジオパーク認定への運動が行われている

が，本書はその運動の指針となり得るもので

あろう．

我が国は，いたるところに地層や岩石の織

りなす名勝が存在する．これらを単なる風景

として眺めるだけではなく，地球の歴史の一

端であることを一般の人々に知ってもらう意

味でもこういった書籍の意義は大きい．また，

一般向けの解説書ではあるが，専門的な文献

が各章ごとに網羅されているので，さらに深

く勉強したい学生諸君の格好な入門書でもあ

る．

（蟹澤聰史）

地層処分：
脱原発後に残される科学課題

吉田英一　著

近未来社，2012年11月15日発行，A５版，

168ページ，定価2500円（税込），ISBN

978-4-906431-37-3 C1044

本書は，近未来社から刊行されている科学

ライブラリーシリーズの，著者による２作目

の作品である．第１作の「地下環境機能－廃

棄物処分の最前線に学ぶ－」が，高レベル放

射性廃棄物の地層処分を行う地下環境がどの

ような「場」であるのかを，海外の地下研究

所での事例を基に記述したものであったのに

対し，本書は日本の高レベル放射性廃棄物の

地層処分に真正面から向き合った著作となっ

ている．

我々人類は，チェルノブイリ，スリーマイ

ルアイランド，そして福島第１原発の事故に

より，原子力発電の恐ろしさを幾度となく経

験してきた．日本でも，電気が不足すること

による不便を我慢してでも，原子力発電はや

めて欲しいと思う国民が，福島の事故以来増

えている．しかし，たとえ今日，全ての原子

力発電所をストップさせたとしても，容量

150リットル，重さ500キログラムのたいへん

危険な高レベル放射性廃棄物が，既に約2600

本（まだ再処理していない使用済み核燃料分

まで含めると約25,000本分に相当する量）が

あり，これらを安全に処分することが，過去

約50年間にわたって原子力発電の恩恵を受け

てきた私たち日本国民の責務である．

我が国では，原子力発電により生じた高レ

ベル放射性廃棄物を，300 m以上の深さの地

下に埋設して処分する（地層処分）ことが，

2000年に制定された「特定放射性廃棄物の最

終処分に関する法律」によって定められてい

る．しかし，本当にこの処理法で，安全・確

実に放射性廃棄物を処分することができる

「場」が変動帯である日本にあるのであろう

か？　そんな疑問を持つ地質学会員諸兄も多

いことと思う．そのような状況の中，日本学

術会議は，2012年９月に，政府（原子力委員

会）からの諮問に対する回答という形で，（1）

高レベル放射性廃棄物の処分に関する政策の

抜本的見直しを行い，（2）科学・技術的能力

の限界を認識し，（3）最終処分方法を決定す

るまでに数十年から数百年の「暫定保管」に

よる猶予期間の設定を考慮すべきである，な

どの見解を示している．

前置きが長くなったが，「安全・確実な地

層処分が可能かどうか」という判断が地球科

学者に求められているこの時期に，本書が世

に出たことはたいへん意義深いことであると

思う．著者は，1986-2000年の15年間，動力

炉・核燃料開発事業団および核燃料サイクル

開発機構（現：独立行政法人日本原子力研究

開発機構）に勤務し高レベル放射性廃棄物の

地層処分研究の最前線で活躍し（この間の成

果は前著「地下環境機能」に詳しい），その

後は名古屋大学博物館に勤務しながら「自由

な立場」でこの問題と向き合っている．本書

は，このような経歴を持ち，かつ高レベル放

射性廃棄物の地層処分の第一線で研究を続け

ている著者でなければ書けない内容となって

いる．その章立ては次の通りである．

第１章　放射性廃棄物と地層処分

第２章　地下環境の緩衝機能－地層処分に

求められる地質要件－

第３章　地質環境のバリア機能

第４章　地質環境の長期安定性

第５章　残された科学課題

第１章では，放射性廃棄物とその処分方法

の概要が述べられ，ナチュラルアナログとい

う考え方についても説明されている．第２章

では，地下を「乱す」（処分場を建設する）

行為に対して，地下環境がどのような物理

的・化学的な緩衝作用（もとの環境に戻そう



木村と申します．私の話は，「地質学の自然観」という
ちょっと仰々しいタイトルを付けさせていただきました．

他の科学と違う地質学の特徴について，私なりの思いをお話
させていただこうと思います．一つは，地域から地球のことを
語るということです．科学方法論的には帰納的方法で地球の謎
を攻めるという特徴です．２つめは，いろんな地球に関わるお
話・ストーリーがありますが，そういうものを露頭に密着して
実証していくということです．それから３つめは，昔から斉一
主義（uniformitalianism）という見方がありますけれども，実
はこれは益々重要な地質学の特徴だということです．

地質学はストーリーが多すぎて，本当かどうかわからないこ
とが随分あります．科学は一般に観察・観測，実験，そして理
論，それを調和させて，論理的には帰納と演繹，これを組み合
わせていくことによって真理に迫る方法を持っています．地質
学においてもこの科学一般の方法を重視するので科学の一部と
認められている訳です．しかし地質学に特徴的な方法を改めて
強調するために，私はそれを「現代斉一主義」と呼びたいと思
うわけです．そういう地質学の自然観についてちょっとお話し
したいと思います．

最初に私の履歴ですが，北海道に生まれ育って，その後四国
に行って，大阪に三年ほどいました．その後東京へ移りました．
その間に皆さんにいろんなところへ連れて行っていただいた．
地球上のあちこちを見る機会をいただきました．そして，学界
のいろんなお世話のお仕事もさせていただいた．その中で私な
りに地質学徒というのはこういう自然観を持っているのではな
いかというふうに思い，今に至っているわけです．

時代との遭遇
私が高校三年生のときに東大の安田講堂攻防戦がありまし

た．大学入試の時には，東大，東京教育大（今の筑波大学）の
大学入試がないという異常事態であったわけです．その影響は
この二つの大学に留まらず，全国の受験戦線を大混乱させまし
た．今のようにセンター試験などない時代ですので，合格ライ
ン等は本当にわからない．そういう中で受験せざるを得ないと
いうことがあって，当時の鶴田浩二という俳優の歌じゃありま
せんが「世の中，右も左も真っ暗じゃございませんか！」とい
う時代でした．ところが，一方で夢もありました．大学の授業
は紛争で全部休講になりましたが，1969年７月20日にアポロ11
号が月に人類を初めて送り込みました．大学の授業がないので，
月からの生の宇宙中継を全部見ることができました．これは本
当に素晴らしかった．惑星科学元年と，後に言われるようにな
りました．授業がないので私も専門の学部に行けずに留年しま
した．しかし，その留年している間の1971年３月に上田誠也さ
んの『新しい地球観』（岩波新書）という本が出ました．私は
これを即座に買って読んで，私は「地球科学」へ行こうと思い
ました．地球も惑星の科学も輝き始めていて大変魅力的な夢の
ある時代でした．

地域から地球へ
それでは最初に地域から地球へという地質学における帰納主

義の話をします．私は研究対象として「北海道はどうしてでき
たか」いうテーマを設定しました．これをプレートテクトニク
スで見直そうという地域地質学です．具体的には北海道東部地
域を対象としました．

当時の北海道形成史
は，北海道の中央部に
位置する日高山脈の形
成史の事でした．湊正
雄先生と井尻正二氏が
共著で記された岩波新
書「地球の歴史」と

「日本列島」は戦後地
質学界のベストセラー
で，日本列島の中で日
高山脈の形成が「地向
斜造山運動論」の最も美しい例として取り扱われていました．
北海道大学には湊先生はもちろんのこと日高造山運動をまとめ
られた船橋三男，橋本誠二両先生も皆現役でご健在でした．し
かし彼らは声高にプレートテクトニクスに反対していました．
そういう時代でしたので，プレートテクトニクス流にまとめる
というのはとても緊張することでした．第三紀以降の北海道形
成史をプレートテクトニクス流に解釈してまとめましたが，最
後に大きな壁がありました．その詳細は今度出版する本に記し
ましたので，そちらをご覧いただきたいのですが，学位論文の
提出の三日前に主査の先生から「プレート用語は消しなさい」
と言われてしまいました．千島列島がぶつかって北海道ができ
たというようにまとめたのですが，「collision」などという言葉
を消しなさいというのです．そうすれば学位を通してやるよと
いうコメントをいただきました．ところが今と違ってワープロ
などありません．全部タイプライターで打つ時代ですので，書
き直す時間など到底ないのです．もう絶体絶命のピンチでした．
私が咄嗟に思いついたのは，プレート用語が駄目と言うのなら
ば，“double quotation mark”にして，引用単語にしてしまえ
ということでした．全部“collision”という様にする．これは
もう印刷となっていますので証拠として残っています．それで
何とか凌ぐことができました．就職はまだ決まっていなかった
わけですが，学位という呪縛から離れて，ようやく自由な研究
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地質学の自然観 日本地質学会賞

木村　学（東京大学）

大阪大会：受賞記念講演
2012年度日本地質学会賞の記念講演（2012年９月15日　於大阪府立大学U
ホール白鷺）の内容もとにして，各講演者の皆様に原稿をご執筆いただき
ました．

図１　日本海溝・千島海溝会合部と日高山脈（木村，2002）
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を歩めると思いました．
北海道の形成を考える時に日高山脈の問題というのは避けて

通ることができません．日高山脈というのは実におもしろくて，
太平洋の中で千島海溝から日本海溝へ折れ曲がっている部分

（会合部）から北へ二等分線の方向に高まりが延びています．
そして上陸して日高山脈となります．その日高山脈は現在の火
山フロントのところでピタッと終わります．

（図１）．
ちょっと余談ですが，この頃北海道はユースホステルの観光

ブームでカニ族と言われる若者達が次々と訪れました．十勝の
国鉄広尾線にあった「愛国」駅から「幸福」駅へという切符を
求める旅が大人気でした．最後はバスで乗り継いで襟裳岬へ行
く．襟裳岬は日高山脈が太平洋へ没するところです．ところが
その旅の終着点へ行くと，大変流行った森進一の歌謡曲「襟裳
岬」の歌詞には「何もない春」とある．若者の一夏の恋も終わ
るというわけでした．でも襟裳岬の雄大な景色を眺めていると
何もないどころか地球の壮大な姿が見えてくるようでした．

1970年代の終わり頃，小松正幸さん達は日高山脈には大陸性
地殻の断面が全部見えているという提案して，地向斜造山運動
論によってできた山ではないと明確に否定をしました．地殻が
衝突によって，めくれ上がったというのです．私はこの話を北
海道東部のテクトニクスと結合して，更に貝塚爽平先生の地形
形成のテクトニクスを地質へ広げ，日高山脈というのは最終的
には千二百万年前頃からはじまる千島列島の衝突によってでき
た，それは太平洋プレートが千島海溝から斜めに沈み込むこと
によるという話に進めました．さらに一般化して考えると，北
海道のような島弧会合部は地球上にたくさんあり，その基本的
なテクトニクスは会合部に共通して起こる衝突というか収束テ
クトニクスであると考えました．

1990年代初頭，丸山茂徳さんたちが全地球史解読というプロ
ジェクトを立ち上げて，それに参加させていただきました．太
古地球ではプレートテクトニクスは成立しているや否やという
テーマがありました．プレートテクトニクスは，もうほとんど
太古代の始まりからあるとすると，いまだ大きな大陸のない時
代ですが，地表は島弧だらけだということを意味します．島弧
だらけであるということは，会合部だらけだということになり
ます．すなわち大陸が成長する過程で多くの島弧会合部の衝突
というのは非常に重要な位置を占めるはずだということになり
ます．北海道のテクトニクスや日高山脈の形成過程を一般化で
きると思いました．こういうところを全部調査に行くような体
力もありませんので，私はそこで終わってしまいました．大陸
の衝突合体過程，地球の大陸の成長などを眺めると身近なとこ
ろに重要な素材がある．それが「地域から地球解明へ」という
地質学における帰納法重視の意味です．

一方で，北海道というのは単に千島列島の端というだけでは
なくて，樺太につながる．私はロシアの文献は読めないのです
が，アメリカが戦略的に英訳しているロシアの文献を必死に
なって読みました．そうすると北海道からサハリンの北までつ
ながる大断層がある．これは単純に衝突したとかそういうので
はなくて，大規模な右横ずれ断層帯らしい．それはプレート境
界ではないかと1983年に書きました．これは当時，中村一明さ
んが，日本海東縁はプレート境界だという話をされていること
とつながる話題だったので結構議論になりました．その後10年
あまり経った1995年の５月，阪神淡路大震災と同じ年ですが，
サハリン北部のネフチェゴルスクというところで大地震が起
き，深夜であったこともあり2,000人ほどの村がほとんど全滅
しまいました．そのときに現れた活断層が右横ずれ逆断層でし
た．10年以上前にまとめたその論文のとおりであったというこ
とで私は非常に大変驚きました．

1980年代のはじめ頃は，ちょうどプレートテクトニクスが世
界各地でどのようにとらえられるかという議論が活発に展開さ

れていました．上田誠也さんらが中心となって，所属大学に関
係なく当時の日本の若者（私も当時若かった）を次々と外国の
シンポジウムへ送り出しました．

これは若いときの平さん，小川さん，嶋本さんなどです（図
２；一番左はアジアの変形テクトニクスで一斉を風靡したフラ
ンスのタポニエです．）．

アメリカなどへ行って，グローバルに共通した議論をすると
いうことがどういうことかという訓練を受けました．そういう
中で，私は，玉木賢策さんらと共同で研究をするようになりま
した．彼は去年亡くなってしまって非常に残念です．玉木さん
と一緒に，先ほどの樺太へつながるようなプレート境界という
のはアジア全体のフレームの中で考えなくてはいけないと考え
ました．日本海が開くとか，千島海盆が開くというのは，ヒマ
ラヤの衝突とも関係しているのだという話をまとめました．フ
ランスからLaurent Jolivet（元パリ大，現オルレアン大学教授，
現Tectonophysics編集長）がやってきて，日本海溝はpull-
apart basinだとまとめた．彼らの方が遙かに有名になりました
が，私と玉木さんも同じ絵を描いていた．アジア，グローバル
なテクトニクスを論ずるというのは非常に盛んな時期であった
のです．その時代を経験させていただいたというのも人生の時
と科学の流れの遭遇，すなわち「運」と思う次第です．

ところが，広域的なテクトニクスというのは，個別の地域を
きちっと仕上げるという作業がほとんど真面目に詰められるこ
とがない．そうすると意見の違いによって，果てのない議論・
討論に陥ってしまう．日本列島論でも未だに決着できない議論
が多々あります．新しく詳しいデータがないといろんな仮説が
お話として併存したまま，一歩も前へ進まない，そういうジレ
ンマに陥るのです．ジャズ好きの亡くなられた玉木さんはそれ
を称してポストプレートテクトニクスブルースと呼んでいまし
た．新しいデータの大量蓄積が進まないと科学は前へすすめな
いというわけです．

露頭密着の実証主義
1980年の半ばから後半のポストプレートテクトニクスブルー

スを経験して私は研究の方向を露頭密着によって実証主義を徹
底する方向に大幅に変えることを決めました．それは現在につ
ながるのですが，日本という地理的な利点を活かそうというこ
とです．現在のプレート沈み込み帯の陸上アナログ，すなわち
過去の付加体を研究して，現在のそれと比較する，そして真理
に迫るという方向です．四万十帯はすでに平朝彦氏らのグルー
プが世界的に有名なフィールドに引き上げていました．今日は

図２　1983年，Texas A&M大学におけるGeodynamic symposium

の際の一コマ．
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詳しく話しませんが，古いプレートが沈み込む日本海溝のよう
な場所のテクトニクスや地震などを考える時，美濃・丹波帯に
何が記録されているかは非常に重要だと思います．それらも大
阪市立大や名古屋大学のグループらが大きく研究を前進させて
いました．それから，地震・津波発生断層を考えるときには，
地質帯の境界断層が非常に重要だと思います．狭いフィールド
で定量的に精度の上がった仕事をして一般的なプレート境界過
程の研究を攻めようというふうに方針を転換したのです．

八十年代初頭に職を香川大学に得て，北海道から四国に移っ
ておりましたので，付加体の研究をするための地の利もある．
平朝彦さんが四万十帯の中にメランジュという混在岩があると
いうことを世界に発信していました．彼は，当初，それらは堆
積性のメランジュだと考えていました．海溝の外側でホルス
ト・グラーベンができて，それによって海底地滑りがたくさん
発生し，堆積性の混合が起こって，それが陸側へ押し付けられ
ている，そういうものだと提案したわけです．しかし多くの議
論がありました．私はメランジュというのは，プレート境界に
沿う断層の断層岩だというふうに見るモデルが妥当であると徳
島県のフィールドの調査の結果を1991年にまとめました．私は
香川県におりましたので，地の利も考えて，徳島県のフィール
ドに一九八六年以降学生たちとともに集中することにしたので
す．プレート境界プロセスというのは陸上のメランジュを見れ
ばわかるのだと強く思ったわけです．高知県は平さんが研究し
ている．紀伊半島は紀州四万十団研が頑張っている．赤石山地
は先ほど賞をいただいた狩野謙一さん達が非常に頑張ってい
る．

しかし，調査を始めた頃，徳島県の牟岐町の海岸に露出する
玄武岩のブロックと思われるものは，in situであり，海溝で吹
き出した海嶺海溝衝突，あるいは海嶺沈み込みでできたもので
あるという研究結果が発表されました．私たちの露頭観察では，
どうもそういうふうに見えないので徹底的に調べることにしま
した．学生たちとともにこれまで何編の論文を書いたでしょう
か．そうすると，やはりメランジュというのは断層で重なり
あっている．柴田伊廣君ら折橋裕二君の協力でジルコンの放射
年代を求めた．結果は放散虫からいわれていたものと整合的な

のですが，100 m程度の厚さのメランジュのスラストシートご
とに全部年代が違う，しかも構造的に上から下に向かってちゃ
んと若くなっていることがわかりました．年代は間にギャップ
があり，大森琴絵さん，池澤栄誠さん，北村有迅さん，松村博
之さんらがビトリナイト反射率，流体包有物を使って最高比熱
温度を調べると見事に温度差が検出されました．川端訓代さん
がIsocon法を使いどういうふうに体積変化したかを調べると，
特に温度の高い方の固体体積が圧力溶解で減っている，縮んで
いるということで定量化できるのだということもわかりまし
た．

いろんなことが分かってくると，もっと真面目に露頭に張り付
くのが大事だということに益々なります．これは砂のブロックと
か，いろんなブロックが混合して入っているメランジュです（図
３）．実に見事なテクトニックなファブリックを持っているので
す．

バラバラに見えますが，ブーディンできる時の「くびれ」部
分とか，引きちぎられてしまった端に裂罅を充填する鉱物脈が
沈殿している．どれも流体包有物を含んでいる．そこから求め
た温度は150 ℃から250 ℃ぐらいです．すなわち，そういう温
度の下でblock-in-matrixができた．きれいな剪断のファブリッ
クも持っている．これは表層でのオリストストロームなどとい
うことでは説明できないことです．

さらにそういう破壊された砂の粒径サイズと頻度の関係を調
べるとフラクタル分布になる．普通の砂というのはある一定の
粒径に特徴的ピークを持ちますが粉砕すると分布がフラクタル
になる．細粒なものが増えるからです．そのフラクタル次元も
粉砕と整合的というので，これはまさに粉砕の産物ということ
が言えることとなりました．砂岩が沈み込み帯深部での断層に
よって脆性的に壊れている．すなわちメランジュはプレート境
界岩そのものだということです．橋本善孝さん，伊藤真さんら
がまとめました．歪みを定量的に見積もってみると剪断歪みと
しては大したことはない．泥質部分において帯磁率の異方性を
計るとそこからも歪みを定量できる．北村有迅さんがやりまし
た．メランジュは，やはり剪断を受けながらながら歪んで地下
深部でできた．そのことの確信が新しいデータがでるほどに明

確となりました．
産出する玄武岩は海溝で噴出したin situなも

ので，海嶺沈み込みの証拠と説明されていまし
た．しかしよく調べるとブロックの上も下も断
層に挟まれている．氏家恒太郎さんは，その境
界に沿って断層によって粉砕液状化した玄武岩
があること，それらは接するメランジュに貫入
していることを明確に示しました．注入現象は
in-situ仮説によるマグマの貫入ではなく，断層
による粉砕物の割れ目への注入だったことが明
らかになったわけです．そして方解石鉱物脈の
流体包有物分析から断層のすべりに伴う温度上
昇を検出，地震性のすべりであったことも明ら
かになりました．山口飛鳥さんは断層の近傍で
大量の鉱物脈が沈殿し，その希土類元素から，
地震性滑りと地震性すべりの起こらない間震期
で，間隙流体に酸化還元の変化が見られること
も指摘するようになりました．さらに断層近傍
に沿って変質帯が形成されている．最近亀田純
さん達が変質の粘土鉱物を詳しく調べました．
昨年，南海トラフの掘削によって得られた海洋
底基盤でFe/Mg・smectiteがsaponite化，
chrolite化していることが見つかりました．亀
田さん，山口さんらの大きな成果です．それら
の粘土鉱物は高速ですべると不安定滑りを起こ
すことが最近の実験で次々明らかにされている

図３　徳島県牟岐海岸に見られるテクトニックに砂岩が分断されたメランジュ（木

村・木下編，2010, Kimura et al., 2012）
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わけです．嶋本さん，堤さん，廣瀬さんたちのチームが世界に
先駆けて開発した高速滑り実験の大きな成果です．

20年ほど前に非常に定性的に，メランジュはテクトニックで
しょうと漠然と言っていたのが，定量的な解析を進めると，地
下10キロに満たない程度の深さで，温度が150～250 ℃までの
ところで四万十帯のメランジは形成されたことが明らかとなり
ました．プレート境界断層の化石だということが非常にはっき
りした．池澤栄誠さん，坂口有人さんらは付加体から世界では
じめての地震の化石シュードタキライトの発見もなされたわけ
です．こういうものを調べるとプレート境界プロセスというの
は定量的でリアルになると確信した次第です（以上に記した文
献は全てKimura et al. 2012にあります）．

現代斉一主義の実践・南海トラフ地震発生帯掘削計画
プレート境界過程を実証するためには，陸上の化石プレート

境界岩で見たことが本当かどうかを同じような条件にあるプ
レート境界を掘削，観測することが重要です．陸上の観察・観
測によって仮説をたて，その仮説から演繹して事象を予測，そ
してそれを観察・観測によって証明していくという科学におけ
る基本的な論理検証プロセスを通過させる方法論が真理に近づ
くうえでとても重要な訳です．そういう科学方法論の論理に
なっているわけです．露頭密着から，現在地球上で起こってい
るプロセスに迫る方法論は地質学に特徴的であり，非常に重要
だというふうに私は思います．

科学というのは観察・観測，それから実験，帰納された仮説，
そして物理化学理論から演繹的に予想される現象を，帰納過程
に使った事実とは別の観察・実験によって検証する．そういう
ことをきちっとやり遂げる．これが地質学における現代斉一主
義です．斉一主義というのは，現在起こっていることは過去に
起こっていたということだけではなくて，現在自然を支配して
いる物理化学法則が過去においても一貫して成立していたとい
うことですから．

以上述べた視点から私達は新学術領域でそれをやりましょう
というので，今年4年目ですが，通称，KANAMEというプロ
ジェクトを始めました．KANAMEというのは地震ナマズを抑
える要石の「要」ですが，科学研究費のKA，南海トラフのNA，
そして超巨大地震のMEも掛けています．南海トラフ等のプ
レート沈み込み帯で起こっている地震，プレート境界プロセス，
地震発生，津波発生プロセス，それを解明しようというわけで
す（http://www-solid.eps.s.u-tokyo.ac.jp/nantrõ/）．日本海溝
で地震津波が起き，南海トラフでは世界で最も長い歴史記録が
あるので，プレート境界プロセスを理解することは非常に重要
だと多くの人は理解していると思います．

今世紀に入って地球物理学的観測
において革命的な進歩がありました．
一つは阪神淡路大震災以後に配置さ
れたGPSです．これは時々刻々日本
列島では地殻変動が進行していて，
いざ巨大地震という時へ向かって進
んでいることは誰しもが認識するよ
うになったわけです．同時に，南海
トラフでは，これまでの地震計では
感知していなかった広帯域地震計に
よって，非常にゆっくりした滑りが
深いところでも浅いところでも起き
ていることが発見された．世紀の大
発見です．これらが来たるべき南海
巨大地震とどう関係するのかという
ことが現在大きな科学的焦点なわけ
です．イメージとしては，プレート
境界があって，巨大地震発生帯があ

る．その上でも下でもゆっくり滑っている．同時に，プレート
境界で結合しているところはGPSでひずみが観測されている．
これらは巨大地震が訪れると一瞬でリセットされると予想され
ている訳です（図４）．

このプレート境界の地質学的なプロセスをどう理解するか
は，まさに科学の最もフロントの部分になります．掘削船の

「ちきゅう」は地震発生帯全体から見ると浅いところしか掘れ
ませんが，掘って実証するというのは非常に重要なサイエンス
です．この研究を国際的な大きなチームでやり遂げましょうと
いうので，現在IODPで南海トラフ掘削が進行中なわけです．
これに連動して私たちの新学術領域「海溝型巨大地震の新しい
描像-通称KANAME」もすすめているところです．すでに浅い
ところを掘りました．先ほど坂口有人さんの受賞がありました
が，プレート境界の先端部も高速で滑り津波を起こした証拠が
ある．

私達はこの新学術領域で研究項目ABCと３つの柱をたててす
すめています．現在進行形の海底の変動を直接調べる研究項目
A．物を採って断層過程を分析し，その力学・水理学的な特性
をきちっと定量的に明らかにする研究項目B．そして現在の観測
も含めて総合的なモデルをつくる研究項目Cです．観察・観測，
実験，そして理論．この三つの歯車をきちっと回して，海溝型
巨大地震の新しいモデルを構築しようという試みです．これを
地質学における一つの現代斉一主義の研究のタイプとしたいと
いうことで取り組んでいるわけです（http://www-solid.eps.s.u-
tokyo.ac.jp/nantrõ/）．海底観測と潜航やピストンの掘削をどん
どん進める．芦さんとか朴さんが中心になって進めております．
そして実験．これは金川さんがリーダーで嶋本さん達の世界に
突き抜けた実験グループも中心となってすすめていただく，私
たちも回収する断層，それから陸上部の断層，プレート境界断
層，そういうものを物理化学的な特性を明らかにして実験的研
究と結合する．それらを木下正高さんのチームに掘削孔の観測
と海底の観測と井出哲さんにリードしていただく理論・シミュ
レーションを結び付けて巨大地震発生域と，浅いところ，深い
ところでゆっくり滑っているプレート境界の描像を結び合わせ
て，全体の地震発生帯及び津波発生でどういうプレート境界プ
ロセスが起きているのか，そういうことを理解する．こういう
ことを目的としたプロジェクトで，多くの方に参加いただいて
いるわけです．「ちきゅう」も使い，陸上の観測も，こういうも
のも全面的にカップリングさせながらプレート境界プロセスを
理解したいというふうに思っているわけです．

地質学の未来へーフロンティア精神
最後に余談ですが，私は還暦を過ぎておりますので長い私の

図４　南海トラフの新発見と地震発生帯掘削

（新学術領域「KANAME」http://www-solid.eps.s.u-tokyo.ac.jp/nantrõ/）
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119年年会記事：記念講演

人生の中でいくつかの教訓について申し上げたいと思います．
私は先に述べましたように北海道生まれの北海道育ちで，大学
も北海道大学の生粋の道産子です．アメリカからやってきた札
幌農学校初代教頭のクラーク博士は理念としてBoys, Be
ambitious！（少年よ大志を抱け）と言いました（実はその言
葉の後に like this old manがあったと言われています）．それ
を最近は少年のことだけ言うと男女共同参画に抵触しますの
で，Boys and girls, Be ambitious！というふうに変えますが，

「大志を抱け」は非常に重要だと思います．このクラーク精神
は，実はその後「武士道」を世界に発信した新渡戸稲造とか，
第二次世界大戦が終わるとき，それから終戦後間もなくの東大
総長であった南原　繁らに受け継がれます．彼らの示した精神
というのは，リベラルなフロンティア精神です．未知への挑戦
とか，大きな志を抱く．視点は世界です．そういう明治初期の
大きな志をやはり今もう一度呼び起こしてみる必要があると思
います．地質学の価値はなくなるどころか，ますます大きく重

要なものとなっているというふうに思います．皆さん，頑張り
ましょう．本講演で語り尽くせなかったことがらを同名の書

「地質学の自然観」（東大出版会，2013年１月刊行予定）にした
ためました．是非ご笑覧いただければと思います．どうもあり
がとうございました．

文献：
Gaku Kimura et al., 2012, Tectonic mélange as fault rock of

subduction plate boundary, Tectonophysics, Volumes 568-
569, 28 September, 25-38.

木村　学，2002,プレート収束帯のテクトニクス学．東大出版
会, 271p

木村　学・木下正高編，2010，付加体と地震発生帯．東大出版
会, 292p.

木村　学，2013，地質学の自然観．東大出版会 （印刷中）．

Bruce ChappellおよびAllan Whiteの業績をしのんで，S/Iタ
イプ花崗岩を用いたベンチが国立大学校内の一隅に設けられ，
そのお披露目がBruceの死後６か月に当たる2012年10月19日に
行われた．筆者は除幕式に参加し（写真），White夫人を含む
多数の参加者とその喜びを分かち合った．S/Iタイプは花崗閃
緑岩質の岩石が選ばれており，肉眼的にも識別可能な興味深い
性質を持っている．大学に立ち寄る機会がある人は是非ともベ
ンチに腰をかけ，岩石を観察してほしい．（Allanには，研究の
功績を讃え2007年に日本地質学会国際賞が贈られた．）

Iタイプ：Bruceのために選ばれたのはNSW州，Middling-
bank産のTara花崗閃緑岩である．これは，所によって多くの
火成起源包有物を含む中粒のIタイプであり，楕円形状に巨大
なSタイプCootralantra花崗閃緑岩複合体に貫入する．ジルコ
ン年代419±４Ma，構成鉱物は斜長石（50%），石英（30%），
カリ長石（～10%），黒雲母（～10%），角閃石（～５%）．この
岩石はメタアルミナス，少量の磁鉄鉱を含み酸化的．Inherited
zirconは少量である．87Sr/86Sr初生値は低く（0.7063），εNd
は－3.2である．

Sタイプ：Allanのために選ばれたのは，NSW州にある
Jindabyne南方のJillamatong花崗閃緑岩－トナル岩であり，不
規則形状の小岩体（～90 km2）が，早期古生代のタービダイト

に貫入し，それ自身はＩタイプ小岩体の貫入を受ける．ジルコ
ン年代は，南東部オーストラリアのSタイプで一般的な435±４
Ma年代を示す．Inheritedジルコンはさまざまな古い年代を示
す．主成分鉱物は石英（30%），斜長石（25%），黒雲母（25%），
カリ長石（10%），白雲母（５%），菫青石（５%）．この岩石は
非常に還元的でアルミナに過剰．特異な性質として石英中の針
状ルチル結晶がある．Allanは，この石英にペット名Jilliを与え，
特に好んだ．

（石原舜三）

オーストラリア国立大学に設置されたS/Iタイプ花崗岩ベンチ



2012年度地質の調査研修が，10月29日（月）～11月２日（金）
の４泊５日の日程で，千葉県君津市とその周辺（房総半島中部
域）で実施された．本研修は，2007年から2011年までの５年間
は，（独）産業技術総合研究所（産総研）の地質調査総合セン
ターの外部研修プログラムとして，地学情報サービス株式会社
の管理・運営の下で毎年実施されてきた．しかし，同会社が
2011年に諸般の事情から自主解散したために，2012年度からは，
日本地質学会主催，地質調査総合センター後援，地質学会関東
支部協力という新たな実施体制で行われることになったもので
ある．本研修は，元々，民間の資源会社から産総研の地質調査
総合センターに対して，最近地質系の大学卒業者でも地質調査
の経験のない学生が多く企業の業務上困るので，企業の若手技
術者が毎年参加できる地質調査の研修を実施してほしいという
依頼を受けて検討が始まり，実施されることになったものであ
る．したがって本研修は，主に地質関連会社（資源系，環境系，
建設・土木系など）の若手技術者を対象とした研修であり，参
加するにあたっては，地質学会の会員であるかどうかは問題に
しない社会貢献事業として位置づけられている．また，指導が
十分行き渡るように，講師２人に対して定員は最大６名とする
など，少人数での実施体制がひとつの特徴となっている．

６年目となる今年の研修には，昨年，一昨年同様６名の参加
があった．４年目からは毎年女性も参加しているが，今年は初
めて２人の参加となった．これまで女性は男性以上の頑張りが
みられたが，今年もまさにそうであった．また，会社からの参
加者は，これまでは，金属・非金属，石油・天然ガスなどの地
下資源を扱う資源系会社からの参加者であったが，今回初めて，
地質コンサルタント系会社から新人技術者１名が加わった．ま
た，これまで大学関係者（大学院生）の参加も1名あったが，
今回は初めて高校で地学教育に関わる講師（女性）が参加され
た．他の４名は，資源系会社の新人ないし若手の技術者である．
参加者は，一人は新潟県長岡市，もう一人は石川県金沢市から
の参加であったが，他の４名の方は東京都内からの参加であっ
た．講師は，初年度以来中心的に企画・準備し，毎年参加して
いる産総研地圏資源環境研究部門客員研究員の徳橋秀一と産総
研地質情報研究部門研究員の中島　礼が担当した．

今年は研修期間中に雨の日がないなど天候に恵まれ，その結果，
ほぼ基本スケジュールに沿った研修を実施することができた．

第１日目（月曜日）：
講師らは，早朝に茨城県つくば市周辺でレンタカー（ハイ

エース：運転は中島講師）を借り，研修用の道具類や資料類を
積んだ後，集合場所の内房線JR君津駅へと走った．午前11時に
集合地のJR君津駅を出発した後，小糸川上流の清和県民の森に
向った．清澄向斜南翼部の安房層群清澄層最下部のタービダイ
ト砂岩優勢互層が分布する中を，ほぼ走向（ほぼ東西）方向に
蛇行しながら伸びる清和県民の森渕ケ沢林道沿いで，凝灰岩鍵
層を追いながらルートマップづくりの実習を行った（クリノ
メーターを用いた野帳へのルート図の作成・記載や層理面の走
向・傾斜の測定，凝灰岩鍵層のルート図への記載など：写真１）．
夜は，昼鉛筆で作成したルートマップ図の清書作業を行った．

第２日目（火曜日）：
小櫃川支流猪の川（通称黒滝沢）沿いの上流域（東大千葉演

習林の中）において，黒滝不整合のある黒滝（黒滝不整合発祥
の地）より上流側（南側）に分布する安房層群安野層の分布域

（清澄背斜北翼）のなかを歩きながら，そこに分布する泥岩優勢
タービダイト砂岩泥岩互層の特徴を観察した（写真２）．ここで
は，地層の走向（ほぼ東西方向）にほぼ平行に蛇行しながら伸
びる全面露頭の猪の川沿いを歩きながら，地層を構成する泥岩，
タービダイト砂岩，凝灰岩鍵層，スランプ等を観察するととも
に，走向方向に直交するほぼ南北方向の断層によって上下にず
れながらも，同じ凝灰岩鍵層やスランプ層が何度も出てきて，
地層が走向方向に連続することを確認した．また，沢歩きに慣
れることも重要な課題である．夜は，配布されたテキストを使
いながら，研修地域の地質（層序・構造など）を学ぶとともに，
講師の昔の野帳に記されたルートマップなどを参照した．

第３日目（水曜日）：
前日歩いた猪の川沿いの安野層の分布する流域においてルー

トマップづくりを行い，前日観察・確認した内容を野帳のルー
トマップ上に記載・表現した（写真３）．夜はそれらの清書作
業を行うとともに，互いに比較した（写真４・５）．

第４日目（木曜日）：
前日までに歩いた猪の川流域のさらに上流側に分布する安野

層より下位の清澄層や天津層（上部）の分布域を歩きながら，
これらの地層の特徴や主な凝灰岩鍵層を観察するとともに，歩
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写真１：清和県民の森の林道沿いでのルートマップづくりの様子

（初日）
2012年度地質の調査研修（４泊５日）
の実施報告

写真２：黒滝不整合上での記念撮影（２日目）．左端は，オブザー

バーとして参加された亀尾浩司氏（千葉大学）．

写真３：猪の川（黒滝沢）沿いでのルートマップづくりの様子（3

日目）
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いた流域のルートマップを作成した．特に，清澄層（タービダ
イト砂岩優勢砂岩泥岩互層）と天津層（多数の凝灰岩を挟む泥
岩層）との境界部に注目し，第１日目に渕ケ沢林道沿いで歩い
た清澄向斜南翼部に分布する厚さ約数10 m前後の清澄層最下
部のタービダイト砂岩優勢砂岩泥岩互層が，ここ（清澄背斜北
翼部）では，厚さ数m前後の砂質泥岩層に変化していること，
その間の凝灰岩鍵層が上下に圧縮しながらも整然と観察される
ことを第１日目に作成したルートマップや既存の柱状図で比較
しながら確認した．午後の後半には，近隣の林道沿いで，清澄
背斜南翼部での清澄層と天津層の境界部の観察や猪の川沿いで
観察した凝灰岩鍵層（Hkタフ）の延長（連続性）を確認した．
夜は，昼に作成したルートマップの清書作業を行うとともに，
このような調査をベースに，この地域でどのようなことが明ら
かになったか，調査や研究の成果について学んだ．

第５日目（金曜日）：
安房層群が堆積した清澄前弧海盆の南側を縁取っていた外縁

隆起帯を形成していたと思われる嶺岡構造帯（嶺岡隆起帯）の
代表的な岩石（蛇紋岩およびそれに含まれる始新世の層状石灰
質チャートブロックや始新世枕状溶岩ブロックなど）を嶺岡山
地周辺で観察した．その後，東海岸の勝浦海中公園周辺におい
て，清澄層の代表的な凝灰岩鍵層（Hkタフ）やタービダイト
砂岩とその直上のタービダイト泥岩の観察，および，猪の川流
域で観察した黒滝不整合が，ここでは安野層全体を浸食し，清
澄層上部を直接覆っているのを観察した（写真６）．この後，
勝浦海中公園にて修了証書の授与式を行った（写真７）．その
後車で北上し，途中上総層群の分布域で天然ガス（メタンガス）
の自然湧出現場を観察した後，外房線のJR茂原駅で午後４時頃
解散した．講師らは，この後，その日のうちにレンタカーを返
すために，つくば周辺へと帰路を急いだ．

本研修では，クリノメーターを武器にしてのルートマップ作
成法の修得に重点をおいているが，クリノメーターを使った経
験がないなど，地質調査が全く初めての人でも，繰り返し使っ
ているうちにその使い方を自然に修得するように，すなわち，
体で覚えられるように留意している．同時に本研修では，褶曲

調査法を通してどのようなことがわかったのか，すなわち，そ
の地質体の構成実体（地層の三次元的形態）とその形成機構の
具体的解析結果を実地に学ぶことにも重点をおいている．特に
本地域では，多くの凝灰岩鍵層の活用によって，背斜軸へ向
かっての地層の顕著な収れん現象，凝灰岩鍵層の広域対比によ
る岩相の同時異相関係，断層のずれの大きさと断層の特徴との
間の大まかな関係，不整合の下での侵食現象などについて具体
的な体験を得られるというメリットもある．

研修期間中は，参加者はルートマップづくりに追われるなど
するために，観察対象を写真に収めるなどの余裕はほとんどな
いのが実情である．そこで講師の徳橋は，現地でルートマップ
作りの指導をするかたわら，そこで観察した対象物や研修作業
の様子をできるだけ多く写真にとり，それらの写真データを基
に，日付ごと，場面ごとにまとめた実施状況詳細報告（パワー
ポイントファイル）を作成し，テキストに使っている図面等の
元データとともに，研修修了後できるだけ速やかに研修参加者
に配布している．日数，場面が多く写真も膨大な量になる上に，
簡単な説明も加えているために，作成に１週間ほどかかる．出
来上がるころには心身共に相当疲れるが，参加者に対する記録
と復習のために，また，会社等での研修参加報告の際の便宜の
ために，講師の自主的なサービスとして毎回作成し配布してい
る．また，研修参加者には，研修終了後アンケートを行ってい
るが，ほぼ全員から，ルートマップ作成法について自信がもて
るようになったことと，その他の研修の意図についても十分に
理解したという返答を得ている．

本研修実施にあたっては，担当理事の中澤　努氏をはじめと
する地質学会関係者の方に大変なご尽力をいただいた．また，
地質学会関東支部の亀尾浩司氏（千葉大学）には，お忙しいな
かオブザーバーとして１泊でご参加いただいた．研修のメイン
地域となっている東大千葉演習林の関係者の方には，毎年のこ
とながら大変お世話になった．末尾ながら，これらの方々に厚
くお礼を申しあげる次第です．なお，来年度は，春（５月～６
月上旬）と秋（10月頃）の２回の実施を予定している．

（講師：徳橋秀一・中島　礼）

写真６：東海岸の黒滝不整合直下の清澄層上部の観察の様子（５日

目）

写真７：研修修了証書受領後の記念撮影（勝浦海中公園）（５日目）

左から

写真４：夜の整理（清書）作業の様子（３

日目）

写真５：作成した猪の川沿いルートマップ

（安野層分布域）の比較（３日目）

構造を有するひとつの地質体・地質
系統を対象にして，このような地質
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「高レベル放射性廃棄物の地層処分について」
―地質環境の長期的安定性の観点から
（学術会議の報告を受けて）―

去る９月11日に日本学術会議の“高レベル放射性廃棄物の処
分に関する検討委員会”の報告書「高レベル放射性廃棄物につ
いて」が出されました．マスコミ等ではこの報告について，

「科学者が地層処分に待ったをかけた」という論調で報じられ，
また一方で，疑問の多い報告書との意見もあります．

このため，大阪大会のトピックセッション“地層処分と地球
科学”での議論も踏まえて，会員も含めた一般市民に地層処分
についての情報が適切に伝わるよう，日本地質学会「地質環境
長期安定性研究委員会」の委員を中心に，上記報告書に対する
当学会のコメントをまとめ，11月22日にプレスリリースをおこ
ないました．

コメントの概要：
学術会議報告書での判断と提案は，
〇現時点での科学的知見だけでは地層処分の安全性に対する信

頼性を確保できない
〇高レベル放射性廃棄物の回収が可能である方法で数十年～数

百年間の暫定的責任保管を行うべき
ということでした．

しかしながら，「暫定的責任保管」と「地層処分」は，最終
的に廃棄物をどのように扱うかという点で異なるだけであり，
その実施場所のサイト選定は必須です．

課せられている課題は，もっと確度の高い将来予測を行う研
究開発を継続し，同時に安全性に対する社会の懸念を解消する
ことが重要です，このためには

〇最終的な決断を社会とともに下すために「認識共同体」の
構築を進める

・サイト選定の妥当性とその安全性を広く社会で共有する
・社会に対する専門家の説明不足を補うために分野横断的な

コミュニケーションをはかる
・理学的，工学的並びに社会学的な学会間の連携により構築

する
・透明性を維持し，想定される全ての現象を客観的に議論する
〇その上で我が国が培ってきた放射性廃棄物処分技術の長期

的な継承・改良とその重要性の共有化を行う
の対応が必要と考えます．

（以下に全文掲載）

「高レベル放射性廃棄物の地層処分について」
―地質環境の長期的安定性の観点から

（学術会議の報告を受けて）―

吉田英一１（名古屋大学）・高橋正樹２（日本大学）・渡部芳夫
３（産業技術総合研究所）・井龍康文４（東北大学）・千木良雅
弘５（京都大学）・石渡　明６（東北大学）

１．一般社団法人日本地質学会「地質環境長期安定性研究委員
会」委員長

２．一般社団法人日本地質学会理事・「地質環境長期安定性研
究委員会」委員

３．一般社団法人日本地質学会副会長・「地質環境長期安定性
研究委員会」委員

４．一般社団法人日本地質学会理事・学術研究部会長
５．一般社団法人日本応用地質学会会長・学術会議連携会員

意見・提言
６．一般社団法人日本地質学会会長

１．はじめに
日本学術会議は，内閣府原子力委員会委員長から日本学術会

議会長宛に「高レベル放射性廃棄物の処分に関する取り組みに
ついて」と題する審議依頼を受け，「高レベル放射性廃棄物の処
分に関する検討委員会」の審議を経て，９月11日付けでの審議
回答報告書として「高レベル放射性廃棄物について」（以下，報
告書）を作成しました．この報告書では，高レベル放射性廃棄
物の地層処分における現状と問題点に対して，「原子力発電をめ
ぐる大局的政策についての合意形成に十分取組まないまま高レ
ベル放射性廃棄物の最終処分地の選定という個別的課題につい
て合意形成を求めるのは，手続き的に逆転しており手順として
適切でない」という判断の基，下記の提言が示されています．

１）高レベル放射性廃棄物処分に関する政策の抜本的見直し
２）科学・技術的能力の限界の認識と科学的自立性の確保
３）暫定保管および総量管理を柱とした政策枠組みの再構築
４）負担の公平性に対する説得力ある政策決定手続きの必要性
５）討論の場の設置による多段階合意形成の手続きの必要性
６）問題解決には長期的な粘り強い取り組みが必要であること

への認識

これらは，主として，国民の合意を得つつ行うべき行政上の
手続き（１，３，４）に加え，科学技術の知恵と情報を広く共
有する必要性を求めている点（２，５，６）に整理されます．
この報告書作成にあたって，処分の実施に際して大きな問題の
一つとされたのは，高レベル放射性廃棄物の地層処分にあたっ
て極めて重要な地質環境の科学的長期評価には限界があり，ま
た研究者の間でも様々な意見があることであります．

長期的な地質現象を対象とする日本地質学会では，高レベル
放射性廃棄物の地層処分を見据えて2002年に「地質環境の長期
安定性研究委員会」を設置し，毎年検討を重ねてきました．そ
の結果，変動帯である日本列島においても地層処分の安全性を
担保できるような安定な地域が存在すること，また一方で，日
本には地層処分に適さない地域があることも確認してきました

（リーフレット「日本列島と地質環境の長期安定性」，地質環境
長期安定性研究委員会，2011）．本コメントは，これらの検討
に基づいて，日本学術会議の報告書に関連して，地質環境の長
期的安定性の観点からの地層処分に対する見解をまとめたもの
であります．

学術会議の報告書は，科学的・技術的安全性に加えて，国民
の信頼性を得ることで廃棄物処分に対する安心が醸成される事
を前提としています．そして，報告書にある通り，現状は，

「国民の信頼性を得られる」状況には至っていません．一方で，
学術会議の報告書に述べられる「処分すべき高レベル放射性廃
棄物の総量の把握と管理」や「対処方式の大局的選択?暫定保
管」などについては，地球科学的に具体的に考えた場合，検討
すべき課題が多くあります．また，報告書が述べている透明性
の高い議論を深めるための「認識共同体（Ep i s t em i c
community）」の具体的な姿は今後に委ねられていますが，当
学会としてもこうした検討に積極的に協力していく必要がある
と考えています．

２．暫定保管と最終処分について
学術会議の報告書では，現時点での科学的知見だけでは安全性

に対する信頼性を確保できないとして，最終的な処分方法の決定
を先送りし，社会生活への影響を最低限確保するための方法を提
案しました．それは地下あるいは地表に複数（最低２カ所）の保
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管場所を定め，廃棄物の回収が可能である方法で数十年～数百年
間の「管理」（暫定的責任保管）を行うというものです．

この考え方の背景には，処分の前提となる信頼性の確保にむ
けて，今後数十年～数百年間の期間における科学技術の進歩や
知識の拡大を期待し，最終的な安全性の確認を敢えて現時点で
は行わないという考えがあります．例えば「核変換技術」によ
る廃棄物の減量化などへの期待です．しかしそれだけではなく，
日本のような変動の激しい地質環境において，10万年間を超え
て処分に適した長期に安定な地層（岩体）が存在するかどうか
という疑問に対する国民的議論を，「暫定保管」の期間に進め
ようとする目論見があるとも言えます．

一方で，国際的に見ても高レベル放射性廃棄物の処分方法に
ついては，原子力発電技術の運用開始時点から検討が始まって
おり，国際原子力機関（IAEA）では処分の安全確保の基本的
考え方等を種々公開し続けています．それらによれば，基本的
な安全確保の機能は，社会生活から放射性廃棄物を隔離するこ
と，廃棄物から発せられる放射線を遮蔽すること，そして何よ
り放射性物質を一定の範囲に閉じ込めることの，３点から成立
しています（たとえばIAEA，2010）．つまり，隔離すること
に対しては生活圏の及ばない空間（例えば深海底や地下深部）
が選択肢となり，放射線の遮蔽の点に関しては遮蔽物質で取り
囲む際の遮蔽物（性能が低くても体積で補償するなど）が選択
肢であり，そして放射性物質が環境に流れ出さないための閉じ
込めの仕組み（地層処分では多重バリアと呼ばれるもの）を技
術的に検討し，最適のシステムを構築する事になります．最初
から地層処分ありきで進めるのでは無いとした今回の報告書の
提言内容においても，増え続ける放射性廃棄物の‘管理’自体
はこれらのいずれかの方法で進めなければならないことは変わ
りません．そして，その際の社会の安全確保の点では，数十年
から数百年という長期間を考えると，地球科学的には実質的に
最終処分と同様の検討がなされる必要があると考えられます．
したがって今回提言された，地下に一定期間保管し最終決断が
下された際に再取り出しをも可能とする「暫定保管」という考
え方は，十分な地質環境の閉じ込め・隔離機能の元で永久に埋
設する「地層処分」と，廃棄物を人間の手の届くところにおく
かどうかという点以外は大きく変わるものではありません．ま
た，報告書にも記述されているとおり，暫定保管とした場合に
は処分場坑道周辺の地質環境が変化したり，地震などの外力に
対するリスクが変化したりすることなども十分に考慮する必要
があります．つまり今回の報告書の趣旨において，「暫定保管
施設」の適地を選定する際にも，「地震・火山活動・地殻変動
が活発に生じている「変動帯」や活断層が存在する地域を専門
的見地から除外し，また将来的に断層が活動する可能性が小さ
い地域を選定する作業が必要」となり，地層処分におけるサイ
ト選定と何ら変わらないことが求められると考えます．

３．長期的に安定な地層の有無と処分の実現性について
今回の学術会議の報告書で提言された内容の要点は，現在の

科学技術や地球科学の知識だけでは，最終的な地層処分の信頼
性について社会的合意を得られない，あるいは今までの地層処
分研究開発は社会的合意を得るには必ずしも適切ではなかった
という点に集約されると思われます．ただし，最終処分の決定
に至るまでに「暫定保管」期間を置いたとしても，報告書が地
層処分について述べているのと同様に，「長期に安定した地層

（岩体）が日本に存在するかどうかについて，科学的根拠の厳
密な検証が必要であり，また日本は火山活動が活発な地域であ
るとともに，活断層の存在など地層（岩体）の安定性には不安
要素がある」ことを行政や社会全体が十分に認識することが，
廃棄物の処分に関する議論を進めるには必須と言えます．そし

て，報告書の指摘通り，地層処分の研究開発を進める際には，
「万年単位に及ぶ超長期にわたって安定した地層（岩体）を確
認することに対して，現在の科学的知識と技術的能力では限界
があることを明確に自覚」することが必要であります．

現在，地質環境・地下環境についての研究開発は，大学をは
じめ，産業技術総合研究所，日本原子力研究開発機構などで精
力的に進められてきています．それらの進展は，科学的知識や
技術の進歩を踏まえて，それぞれの処分の段階で最新・最善の
選択を行う（BAT：Best ApplicableTechnology）概念に基づ
いて，今後も「国民的議論への貢献」として進められるべきだ
と考えます．その上で，これまでの地球科学的，地質学的知見
に加えて，地層処分に関連する工学的分野などの透明性のある
研究成果の共有が必要になると認識しています．

たとえば，日本地質学会から発信されている地層処分に関す
る地質情報として，「日本地質学会地質環境長期安定性研究委員
会」が出版したリーフレット「日本列島と地質環境の長期安定
性」（地質環境長期安定性研究委員会，2011）があります．これ
は，地層処分で必要とされる隔離機能に悪影響を与える「火山
分布」，「地温勾配」，「活断層分布」そして「隆起量」といった
基本要件について，日本列島の基礎情報を提供するとともに，
長期安定性の不確実性に対しての考え方とアプローチ方法を示
したものです．このリーフレットから，変動帯である日本列島
においても安定な地域が存在する一方で，日本のどこでも地層
処分が可能ではないことを客観的に判読することが可能です．
これらの地質学的基礎情報の客観的な取りまとめを，地質学会
をはじめとする関連学会はさらに推し進めることが必要です．

このような地球科学的知見と併せて，「暫定保管」にせよ「地
層処分」にせよ，それが実現するためには，変動帯という日本
の地質環境で，これまで数万年，数十万年という長期に生じて
きた変動の歴史と現在の地殻変動の状況に基づいてもっと確度
の高い将来予測を行い，とくに今回の東日本大震災規模のイン
パクトによって高まった安全性に対する懸念が解消される必要
があります．もし最終的に地層処分に進む決断を社会とともに
下すのであれば，報告書に指摘されている通り，将来の地層処
分サイト選定の妥当性とその安全性に関する議論を広く社会で
共有し，社会からみた専門家の説明不足を補う分野横断的なコ
ミュニケーションが必須であることは明らかです．そして，報
告書に述べられている「認識共同体」とは，地層処分に関わる
理学的，工学的並びに社会学的な知見の過不足について，学会
間の連携と透明性を維持した，想定されるあらゆる地質学的現
象を客観的に議論のできる「共同体」であるべきだと考えます．

最後に，学術会議の報告書の内容は，最終処分の再考を促し
たものではあるものの，最終処分としての地層処分が不可能と
断定したものではないことを付記します．「暫定保管」は，フ
ランスなどが採用している地層処分における「再取り出し可能
性（Retrievability）」に通じるものです．しかし，これは処分
を前提としたものであり，いわゆる「管理」ではありません．

「暫定保管」を実施するにおいても，最終的には地質環境の長
期挙動に関する知見は重要であり，今後も継続的研究開発に
よって知見を蓄積していくことが不可欠です。これまで我が国
が培ってきた放射性廃棄物処分技術の長期的な継承・改良とそ
の重要性の共有化が，「認識共同体」において議論されるべき
であることを明記してコメントと致します．
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No． GSG-1（2010）
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［Pictorial Articles］
1．Unconformity between a Late Miocene－Pliocene
accretionary prism（Nishizaki Formation）and Pliocene
trench-slope sediments（Kagamigaura Formation）, central
Japan

Yuzuru Yamamoto, Shun Chiyonobu, Toshiyuki Kurihara,
Asuka Yamaguchi, Shoko Hina, Mari Hamahashi, Hugues
Raimbourg, Romain Augier and Leslie Gadenne

房総半島南部における上部中新統ー鮮新統付加体（西岬層）と
鮮新統斜面堆積物（鏡ヶ浦層）境界にみられる不整合
山本由弦・千代延　俊・栗原敏之・山口飛鳥・比名祥子・浜橋
真理・Hugues Raimbourg・Romain Augier・Leslie Gadenne

［Research Articles］
1．Phase equilibria and metamorphic evolution of garnet-
mica-plagioclase gneisses from the Qiliping terrane in the
western Dabie Orogen, central China

Jing-Sen Zhang, Jing Zhang, Jun-Jie Zhou and Hong-Fen
Zhang

中国中央部，大別（Dabie）造山帯西部の七里坪（Qiliping）
陸塊に産するザクロ石－雲母－斜長石片麻岩の相平衡と変成の
進化過程

大別－蘇魯（Dabie-Sulu）造山帯の高圧・超高圧変成岩帯に
広範囲に露出する片麻岩類には通常，エクロジャイト相変成作
用の証拠が見られない．大別造山帯西部の七里坪地域のザクロ
石－雲母－斜長石片麻岩類は，ザクロ石，フェンジャイト，黒
雲母，斜長石，石英，ルチル，イルメナイト，緑泥石，緑簾石
と普通角閃石からなる．石英，緑簾石とルチルの包有物を伴う
ザクロ石の斑状変晶はわずかに組成累帯構造を示しており，核
からマントルにかけてパイロープ成分が増加しスペサルティン
成分が減少するが，マントルからリム部にかけてはパイロープ
とグロシュラー成分が減少しスペサルティン成分が増加する．
高Siのフェンジャイトの晶出は，片麻岩類が高圧変成作用を受
けたことを示している．NCKMnFMASHTO（Na2O-CaO-K2O-
MnO-FeO-MgO-Al2O3-SiO2-H2O-TiO2-O）系で計算した代表的
な２試料の温度-圧力模式図によると，組成累帯構造を示すザ
クロ石から復元した変成温度－圧力経路は，昇温変成期作用が
496±15 ℃で17.6±1.5 kbarから555±15－561±15 ℃で最高圧
力21.8 ±1.5－22.7±1.5 kbarへとわずかな圧力増加を伴う温度
上昇で特徴づけられることを示す．後退変成過程の初期は，

10.3±1.5－11.0±1.5 kbarで最高温度608±15－611±18 ℃への
温度上昇を伴った減圧が支配的である．後退変成過程の後期は，
圧力・温度ともに顕著に減少する．昇温期変成作用にはザクロ
石，蘭閃石，ヒスイ輝石，ローソン石，フェンジャイト，石英，
ルチル±緑泥石を含む鉱物組み合わせが予想されるが，これは
現在観察されるものとは異なる．このような高圧変成作用は，
高Siフェンジャイトおよびザクロ石の核からマントルにかけて
の組成と温度-圧力模式図を併用することによって一部を復元
できる．このことは，揚子－中朝地塊衝突期に起きたテレーン
の沈み込みと上昇過程について重要な制約を与える．

Key Words : garnet mica plagioclase gneiss, metamorphic
evolution, P-T pseudosection, Qiliping terrane, western Dabie
Orogen.

2．Geochemistry of Cenozoic volcanic rocks in Tengchong,
SW China : relationship with the uplift of the Tibetan
Plateau

Yutao Zhang, Jiaqi Liu and Fanchao Meng

西南中国，騰沖（Tengchong）の新生代火山岩類の地球化
学：チベット高原の隆起との関係

西南中国，雲南省騰沖には，新生代火山岩類（CVRT）が広
く分布する．これらの岩石は玄武岩，安山岩（卓越タイプ），
デイサイトからなる．ほとんどの試料は非アルカリ岩系列で，
その中でも高Kカルクアルカリ岩系列である．これらの岩石は
SiO2が49.1－66.9 wt.％，TiO2含有量は高くなく，0.7－1.6
wt.％の範囲を示す．微量元素濃度と元素比（例えば Nb/U，
Ce/Pb，Nb/Laなど）は幅広い範囲を示す．87Sr/86Sr値は
0.7057－0.7093，143Nd/144Nd 値は0.5120－0.5125の間で変化する．
206Pb/204Pb，207Pb/204Pb，208Pb/204Pb比はそれぞれ17.936－19.039，
15.614－15.810，38.894－39.735の範囲を示す．CVRTの地球化
学的特徴は，島弧火山岩類に類似する．我々はこれらのマグマ
が，先行した沈み込み過程で交代作用を受けていたリソスフェ
リックマントルで生じたと提唱する．チベット高原の隆起史の
研究から，我々はCVRT噴火に至る地質構造運動プロセスが隆
起イベントと同期していることを見い出した．ゆえに，我々は
チベット高原の隆起が騰沖の衝突造山運動を収束させ，これが
さらにCVRTマグマの生成と噴出を促したと提案する．

Key Words : Cenozoic volcanic rocks, geochemistry,
petrogenesis, Tengchong, Tibetan Plateau.

3．Geochemistry of Devonian-Carboniferous clastic
sediments of the Tsetserleg terrane, Hangay Basin,
Central Mongolia: Provenance, source weathering, and
tectonic setting

Narantuya Purevjav and Barry Roser

中央モンゴルハンゲイ盆地ツェツェルレグテレーンのデボン
紀－石炭紀の砕屑堆積物の地球化学：供給源とその風化過程お
よび造構場

モンゴルのデボン紀－石炭紀ツェツェルレグテレーンは中央
アジア造山帯（CAOB）複合岩体の一部をなす．ツェツェルレ
グテレーンは主に砕屑性堆積岩類からなり，ハンゲイ－ヘン
ティー盆地南部にある．テレーンはエルデネトソゲート（中期
デボン紀），（ツェツェルレグ（中・後期デボン紀），ジャルガ

Vol.21, Issue 4

Island Arcは，年４回発行されます．最新号の

Vol. 21 Issue４が2012年12月に発行されました．日

本語要旨をニュース誌と学会ホームページ（http://

www.geosociety.jp）にも掲載しています．全文は

オンライン（http://www. blackwell-synergy.com）

で無料閲覧できますので，是非ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）
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ラント層群（前期石炭紀）に分けられる．ハンゲイ―ヘン
ティー盆地の後背地と造構場については非活動的縁辺域から島
弧まで，種々の説がある．確立された記載岩石学的・全岩地球
化学的指標を用いて，堆積物の供給源とその風化作用，堆積場
について制約を与えるため，ツェツェルレグテレーンから砂
岩・泥岩94試料を採取した．記載岩石学的には砂岩は未成熟で，
エルデネトソゲート層群はQ22F14L64，ツェツェルレグ層群は
Q14F17L69，ジャルガラント層群はQ18F12L70であった．Lv/L比は
0.81－1.00（平均値：0.95），P/F比は0.68－0.93（平均値：0.83）
である．フレームワーク粒子組成は，開析されていないか遷移
期の島弧で堆積したことを示している．地球化学的には砂岩は
グレイワッケに分類される．層群ごとの砂岩と泥岩の地球化学
的な平均値の差はわずかで，SiO2は平均65.54-68.62 wt％の範囲
にある．これらの特徴と，組成区分図上の弱いトレンドは，堆
積物の未成熟さを反映している．平均的な上部大陸地殻組成と
の比較，主要元素判別図と変質で動きにくい元素比は，源岩の
平均組成がデイサイトと流紋岩の間であることを示す．エルデ
ネトソゲート層群の変質化学指標Chemical Index of Alteration
は， Kの交代作用の影響を補正すると最大約78で，原岩が中程
度に風化していたことを示す．ツェツェルレグとジャルガラン
ト層群はそれぞれ61と63と低い最大値を示し，ほとんど風化し
ていない，構造運動が活発な供給源に由来することを示す．造
構場を判別するこれらのパラメーターは，同時代のその他の
CAOBと同様，大陸島弧環境を示唆する．この島弧的な源岩は，
デボン紀中期～石炭紀前期のモンゴル―オホーツク海にあった
陸塊の上に堆積したのであろう．

Key Words : CAOB, geochemistry, Mongolia, provenance,
tectonic setting, Tsetserleg terrane.

4．Eocene volcanism during the incipient stage of Izu－
Ogasawara Arc: Geology and petrology of the Mukojima
Island Group, the Ogasawara Islands

Kyoko Kanayama, Susumu Umino and Osamu Ishizuka

伊豆―小笠原島弧形成初期ステージの始新世火山活動：小笠原
群島聟島列島の地質と岩石
金山恭子・海野　進・石塚　治

伊豆―小笠原弧形成初期の始新世の火山噴出物で構成される
小笠原群島聟島列島の詳細な火山地質および火山岩の記載岩石
学的・地球化学的特徴を報告する．聟島列島を構成する島弧ソ
レアイト，希土類元素に高度に枯渇した高Siボニナイト系列お
よび低枯渇度の低Siボニナイト系列岩は父島列島の火山岩類に
対比される．ボニナイト系列の複数のマグマタイプが互層して
いることから同時に活動していたと考えられる．聟島における
枕状溶岩を主体とする下位層から火砕岩を主体とする上位層へ
の岩相変化から，噴火環境が深海底から浅海の比較的爆発的な
噴火へと変化したことが示唆される．聟島列島の高Siボニナイ
トは全岩化学組成から３種類に分類される．

Key Words : arc tholeiite, boninite, geochemistry, Mukojima
Island Group, Ogasawara （Bonin） Islands, volcanic geology.

5．Existence of multiple units with different accretionary
and metamorphic ages in the Sanbagawa Belt, Sakuma－
Tenryu area, central Japan

Yukiyasu Tsutsumi, Atsushi Miyashita, Kenji Horie and Kazuyuki
Shiraishi

佐久間―天竜地域の三波川帯中に存在する異なる付加―変成年
代を持つ複数のユニット

堤　之恭・宮下　敦・堀江憲路・白石和行
佐久間―天竜地域の三波川帯は，西部・東部２つのユニット

から成る．西部・東部ユニットそれぞれのサンプル（T１及び
T５）の砕屑性ジルコンU-Pb年代は後期白亜紀に集中し，最も
若いジルコンは94.0±0.6 Ma及び72.8±0.9 Maの年代を示した．
変成白雲母K-Ar年代はそれぞれ69.8±1.5 Maと56.1±1.2 Maで
あった．最も若いジルコン年代はそのサンプルの堆積年代の上
限を，変成白雲母K-Ar年代は上昇年代及び堆積年代の下限を
示す．この結果は，T１とT５はそれぞれ異なる堆積―上昇年
代を持ち，さらにT１が上昇に転じる頃にT５は堆積～沈み込
みの過程にあったことを示す．さらに，三波川帯の形成過程に
おいて，沈み込みと上昇の経路が同時に存在していたことを示
唆する．

Key Words : deposition, detrital zircon, metamorphism,
Sanbagawa Belt, white mica.

6．Geochemistry and Sr-Nd-Pb isotopic constraints on the
petrogenesis of Cenozoic lavas from the Pali Aike and
Morro Chico area（52 °S）, southern Patagonia, South
America

Mi Kyung Choo, Mi Jung Lee, Jong Ik Lee, Kyu Han Kim and
Kye-Hun Park

南米パタゴニア南部，パリ・アイケとモロチコ地域（52 °S）
に産する新生代溶岩類の成因に関する地球化学的・Sr-Nd-Pb
同位体的制約

南米最南端のパタゴニアにおけるマグマ生成とジオダイナ
ミックな進化過程を明らかにするため，パリ・アイケからモロ
チコ地域（52 °S）に分布する後期中新世～第四紀の溶岩台地
の地球化学組成・同位体（Sr-Nd-Pb）分析を行い，マグマの溶
融過程とソースマントルについての制約を与えた．パリ・アイ
ケ溶岩はアルカリ岩系列（パリ・アイケ：45－49 wt.％ SiO2；
4.3－5.9 wt.％ Na2O+K2O），モロチコ溶岩は非アルカリ岩系列

（モロチコ：50.5－50.8 wt.％ SiO2；4.0－4.4 wt.％ Na2O+K2O）
で，比較的未分化な苦鉄質火山岩（パリ・アイケ：9.5－13.7
wt.％ MgO；モロチコ：7.6－8.8 wt.％ MgO）からなり，典型
的なプレート内海洋島玄武岩の特徴を持つ．パリ・アイケとモ
ロチコ溶岩の不適合微量元素比と同位体比は，多くの新第三紀
南部パタゴニアスラブウィンドウ溶岩とは異なり，より肥沃な
特徴を示し，HIMU的な玄武岩に類似している．希土類元素モ
デリングによると，これらの溶岩はザクロ石レルゾライトの低
い部分溶融度（パリ・アイケ溶岩：1.0－2.0 ％；モロチコ溶
岩；～2.6－2.7 ％）で生成されたことを示唆する．南パタゴニ
ア溶岩のSr-Nd-Pb同位体組成の主要な系統的変化は，地理的配
置と関連している．49.5 °Sよりも北側で噴出した南部パタゴニ
ア溶岩と比べて，パタゴニア南部のパリ・アイケとモロチコ溶
岩は低い87Sr/86Sr，高い143Nd/144Ndと206Pb/204Pb比を持ち，
HIMU的な特徴を持つ．枯渇したHIMU的な同位体組成を示す
アセノスフェア領域は，パタゴニア南部の主要なマグマソース
であった（例えば，パリ・アイケ，モロチコやカムス・アイケ
火山地帯）．このことは，パタゴニア南部のアセノスフェアの
同位体組成に大きな不連続があることを示唆している．地球化
学的・同位体データと地質学・地質構造学的な復元に基づい
て，パタゴニア南部下のHIMUアセノスフェアマントル領域は
西南太平洋下の巨大HIMU領域と関連すると考える．

Key Words : Asthenosphere, HIMU-like ocean island basalt,
Morro Chico, Pali Aike, Patagonia, Sr-Nd-Pb isotope.



日本地質学会関東支部は，関東支部が担う予定の第123年学
術大会（2016年開催）の成功に向けて多面的な準備を開始しま
した．その一つが，関東地方の地質に対して鋭い斬りこみをか
けている研究グループ群を鼓舞激励しつつ関東地方地質研究の
新展開を図り，それを第123年学術大会において披瀝しようと
するものです．そのためこれまで1年に一度開催していた支部
シンポジウムの形式を改め，各研究グループの中心メンバーが
一同に会してホットな研究成果を発表するとともに建設的な議
論を行う場を設定することにしました．名づけて，『地質研究
サミット』です．もちろん，この『地質研究サミット』は，

“一匹狼”や膨大なデータを蓄積してこられた諸先輩の参加も
大歓迎です．なお，『地質研究サミット』は，対象が関東地方
の地質ではありますが，全国に開かれたものとして運営されま
す．

第 1回「房総・三浦地質研究サミット」開催
のお知らせ及び講演募集

房総・三浦半島は，大正関東地震，元禄地震など巨大地震が
繰り返し発生していることから，また首都圏の防災上の観点か
ら地質情報が注目されます．さらに，掘削研究が進んでいるプ
レート沈み込み帯浅部の陸上アナログとしても重要視されてい
ます．このような重要な地域であるにもかかわらず，両半島の
地質は，対比や海陸の地質情報の統合には至っていません．

本サミットでは，「房総・三浦半島の地質研究の新展開」を
キーワードに，地質分野，海陸の構造探査分野，古地震の研究
者に加え，地質コンサルタント，教育・行政分野の専門家が一
堂に会します．ここで，最新の知見の共有と各分野の今後数年
間の進むべき方向性を議論し，地質学の新しい地平を目指すこ
とを目的とします．つきましては，招待講演に加え，一般から
も講演（口頭またはポスター）を募集したいと思います．下記
のテーマについてデータをお持ちの方，また当該地域を研究さ
れている方には，ぜひ発表をご検討いただけましたら幸いです．

多くの方にサミットへご参加いただけるように，お願いいたし
ます．

主催：日本地質学会関東支部
共催：千葉県立中央博物館，協力：横須賀市自然・人文博物館
期日：平成25年３月９日（土）～10日（日）
場所：千葉県立中央博物館（千葉市中央区青葉町955－２）

［主な討論テーマ］
第１グループ：房総・三浦半島の地質：全体像

地質層序，テクトニクス，黒滝不整合問題など
第２グループ：房総・三浦の地殻大構造

深部地殻構造探査，大規模海上探査など
第３グループ：葉山?嶺岡帯解明の今日的意義

地下構造（形状），活構造，岩石の起源・形成年代（発達史）
など
第４グループ：沿岸―浅海地質調査のすすめ

調査技術・手法など
第５グループ：防災・減災最前線としての房総・三浦

行政の取り組み，教育現場及び教員養成大学（学部）での取
り組みなど

世話人：山本由弦（JAMSTEC），石川正弘（横国大），亀尾浩
司（千葉大），高橋直樹（千葉中央博），柴田健一郎（横須賀
博），米澤正弘（県船橋高），伊藤谷生（帝京平成大）

講演申込締切：平成25年１月20日（日）

講演申込方法：講演者・講演タイトル・上記のグループ番号・
口頭かポスターかの希望を明記のうえ事務局（高橋直樹）あ
てメール（takahashin@chiba-muse.or.jp）で申し込みくださ
い．なお，発表形態につきましては，最終的には世話人に一
任いただきたく存じます．
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「第１回ミニ巡検」報告

関東支部では，本年度から，フィールドジオロジーの継承と
発展のために，会員有志によるミニ地質巡検を企画しています．
10月６日～７日に，第１回ミニ巡検として，御坂・櫛形山地黒
鉱巡検が開催されましたので，報告します．

南部フォッサマグナにおける伊豆弧衝突帯を構成する櫛形山
ブロックと御坂ブロックには黒鉱型の海底熱水鉱床が小規模な
がら存在するにもかかわらず，丹沢ブロックにはそのような鉱
床が見つからないという事実は案外知られていません．この黒
鉱鉱床をめぐる謎を探るためにもまずは現地に行ってみようと

いうのが，このミニ巡検の目的でした．案内者は，地球化学的
見地から資源地質学を研究してこられた浦辺徹郎氏（東大地惑）
で，参加者は10名でした．１日目は，中央自動車道でのトラッ
ク横転・LPGボンベ爆発により東大から出発した公用車が遅れ
るというハプニングが起こり，御坂ブロックの宝鉱床廃坑跡の
最終地点に着いたのは午後３時半をすぎてしまいました．しか
し，幸いなことにまだ明るく，典型的な黒鉱鉱床層序を十分に
観察することができました．２日目は，まず下部

し も べ

で御坂層群中
の海底火山砕屑岩層を観察し，ついで櫛形山ブロックの茂倉

も ぐ ら

集
落に向かいました．茂倉鉱床の廃坑跡では，黒鉱鉱床層序が解
明されていなかった当時の苦労に一同思いをめぐらしました．

巡検のなかでは露頭を観察しながら，なぜ櫛形山と御坂のブ
ロックには黒鉱が存在し，丹沢にはないのか，という議論にも
花が咲きました．第１回のミニ巡検は，今後の研究へのひとつ
の契機となったという点で所定の目的を果たしたと思います．

関東支部幹事　加藤　潔（駒澤大学）

支部コーナー

☆関東支部
お知らせ

『地質研究サミット』シリーズ開催について

☆関東支部
報告



【関東支部第１回ミニ巡検「御坂・櫛形山地黒鉱旅行」参加報告】
日本地質学会関東支部では，これまで，「関東地方の地質」

と題する研究発表の場としての学術シンポジウムのほかに，
（社）全国地質調査業協会連合会関東地質調査業協会の協賛に
よって，応用地質学界を永年にわたって支えてきた熟練地質技
術者から若手地質学者への地質技術の伝承を目的とし，2008年
４月より「地質技術伝承講習会」を開催するなど，ひろく地質
学の普及につとめています．

2012年，関東支部はこれらの学術シンポジウムや講習会など
と並行させるかたちで，実際の露頭を前にしてベテラン研究者
と若手たちが地質学の諸問題について討論し，互いに学び合う
巡検調査の重要性を鑑み，新たに「ミニ巡検」を企画すること
としました．その第一回地質巡検『御坂・櫛形山地黒鉱調査』
が，紅葉の始まった秋の二日目にわたって，山梨・静岡両県を
舞台とし開催されました．

巡検参加者は，快晴の秋空の下10月６日（土）山梨県都留市
にある宝

たから

鉱山跡を訪れます．初めに案内者である浦辺徹郎会
員が，参加者に岩相名を訊ねた露頭を写真１に示します．

一見すると火砕岩にもみえます．枕状溶岩のような球型を呈
する“溶けた塊”が含まれます．しかし，どうも様子がおかし
い…　巡検対象とされる新第三系ではなく，もっと新期のもの
でないか？　の指摘がされると，案内者はすかさず露頭の上方
に立つ樹木を指さし，そうですかねー　とニヤニヤ…　結局，
この露頭は宝鉱山にあった溶鉱炉直下に廃棄され人工的に形成
された「鉱滓の積成物」であることが明かされます．こうして
参加者一同の笑い声から巡検は始まりました．

次に一行は，かつての黒鉱採掘サイトの最高標高地点まで急

坂を登攀し，閉山後，黒鉱塊が採掘され尽くして形成された地
下空洞の上盤側が崩落し形成された，火山性カルデラと良く似
た形態からなる，直径250 mの円形の陥没構造を見学しました．

JR身延線沿にある下部温泉に一行は宿泊しましたが，一晩中，
テクトニクス論議に花を咲かせたことは，敢えて解説する必要
がないでしょう．

翌日，静岡県早川町にある茂倉
も ぐ ら

鉱山跡を巡検しました．鉱山跡
付近の岩壁には数多くの水平坑道が標高を変えながら各レベルに
掘削されていました．一行は地質調査をしながら，その最下部に
穿たれた試掘坑の近くで，集合写真を撮影しました（写真３）．

巡検に際しましては，東京大学のほかに静岡大学が調査車を
提供されました．この場を借りて，両大学関係各位に感謝の意
を表します．

関東支部による記念すべき第１回ミニ巡検は，こうして10名
の参加をもって楽しく催され，無事終了いたしました．黒鉱鉱
床について精緻で興味深いご解説をいただきました浦辺徹郎会
員，どちらも天然記念物である「糸魚川－静岡構造線断層新倉
露頭」「小原島の貝化石露頭」をご案内いただいた狩野謙一会
員，さらに，本巡検を企画された伊藤谷生さんをはじめとする
関東支部幹事の皆様に深謝いたします．本報告に使用した写真
はすべて加藤　潔幹事の撮影によるものです．

今後次々と企画されるでありましょうミニ巡検．学生会員や
若い会員の皆さん，これは実際の露頭を前に経験深いベテラン
研究者からわかりやすい解説を受けられる素晴らしい企画で
す．机を離れて露頭にむかい，諸先輩の調査方法を学びましょ
う！

金　光男（信州大学・自然地質環境研究所）
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支部コーナー

写真１　宝鉱山にて 写真２　宝鉱山　陥没跡

写真３　茂倉鉱山跡にて

西日本支部
平成24年度総会・第163回例会

日時：平成25年２月23日（土）
場所：島根大学総合理工学研究科
同日夕刻に懇親会を，前日（２/22）夕刻に幹事会を予定
問い合わせ先：
西日本支部庶務：宮本知治
e-mail：miyamoto@geo.kyushu-u.ac.jp

お知らせ



2012年３月８日～10日の３日間にわたり茨城県北部から福島
県南部で巡検がおこなわれた．この巡検は学生フェスティバル
の一環として計画されたものである．学生フェスティバルとは
その名の通り学生でおこなうイベントであり，専門分野の異な
る様々な人と野外巡検を通して交流を深める場である．参加者
の中には地質以外が専門の人がいることもある．内容はその
時々で様々であり，露頭を順番に見学する巡検らしい巡検もあ
れば，登山や，鉱物・化石採取が中心になることもある．巡検
のテーマも様々で，案内役が自由に設定する．参加者は案内役
も含めて学生が主体であるため，学生であれば大学や学年など
に関わらず気軽に参加できることや，案内役も事前学習により
巡検場所や身近な地質，興味のある事について知識を深められ
ることなどが特徴である．

今回は茨城大学の学生の案内で，茨城県北部の代表的な地質
を見て回った．巡検には３大学から18名（院生４名，学部生14
名）が参加した．期間中は雪に降られるなど行程の遅延，中止
があったものの，施設の見学も含め５か所を巡ることができた．
参加者の予定のために途中参加が多かったものの，移動中の車
内や懇親会など見学以外の場面でも知人同士では近況を報告し
たり，初めて会う人たちは自己紹介したり積極的に交流をして，
短い期間でもこの機会を最大限に活用していた．懇親会までに
はかなり打ち解け，持ち寄った地元のお酒を飲みながらふざけ
合っている様子が印象的であった．

巡検は，１日目は中新世火山活動の岩石で構成されている袋
田の滝と，日本列島形成と深く関係すると考えられている棚倉
断層を見学し，２日目は2011年４月に東北地方太平洋沖地震に
関連した誘発地震により形成された井戸沢断層を観察，３日目
には産業技術総合研究所の地質標本館とサイエンス・スクエア

つくばを見学するという日程であった．
初日は水戸で集合した後に，袋田の滝へ向かった．袋田の滝

は日本三大名瀑の１つであり，有名な観光地となっている．こ
の滝の岩盤は中新世海底火山活動による水中自破砕溶岩ででき
ており，地質的にも観光としてもかなり見応えがあった．現地
に到着後は観光順路に沿って歩きながら観察をした．途中には
看板があり，滝の形成に関して説明が書かれていた．滝の形成
にも岩相が関係しているらしく，上下の堆積岩との硬さの違い
によると考えられている．堆積岩との境界を見ることはできな
かったが，水中自破砕溶岩は間近で観察でき，角礫の放射状割
れ目などは確認できた．帰り道の途中に川を挟んで遠くから水
中自破砕溶岩の下位の堆積岩を観察することができた．そこか
ら見た溶岩の厚さから考えると，その火成活動の規模に改めて
驚かされた．

次に棚倉断層の破砕帯露頭へ行った．横ずれ断層による地形
が地図上でも認められ，現地へたどり着くまでの断層沿いの道
路を走ることで身を持って体感することができる．破砕帯中に
は伸張変形により扁平化した礫が確認できた．この場所で観察
できたのは断層の一部であったが，これらの断層の集まりが現
在の日本列島形成にどのように関わったのかと想像が膨らみ，
とても興味深い経験であった．

２日目は福島県いわき市まで移動し，東北地方太平洋沖地震
の誘発地震により2011年４月に形成された断層を観察した．地
形はそのまま保存されており，見える限りに連続し，遠くから
でもその規模を確認することができた．案内役の方曰く地震発生
から間もない頃は生々しい断層面が見えていたらしいが，現在は
やや風化していた．しかし，動いて間もない断層を観察する貴重
な機会であったので，食い入るように観察をしていた．露頭の中
には変成岩の円礫が含まれており，その岩石の鑑定でも議論が
白熱していた．案内役の茨城大学以外の学生にとっては，住んで
いる場所からなかなか身近に感じることのできなかった一連の
地震の規模を体感する貴重な機会となったであろう．

最終日は産業技術総合研究所の地質標本館を見学した．地質
標本館は一般的な博物館の規模をはるかに超える標本や展示の
数に圧倒されていた．入館前から大きな岩石の標本に釘付けに
されるほどであった．館内では，旬な話題である新燃岳の噴火
や東北地方太平洋沖地震に関するポスター展示や様々な分野に
関する常設展示があり，各々が自身の研究テーマに関しての情
報を入手したり，興味のある分野の展示から学んだりしていた．
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池田知也
（信州大学工学系研究科地球生物圏科学専攻）

学生フェスティバル茨城巡検参加報告

院生コーナー

写真１：１日目の袋田の滝にて水中自破砕溶岩を観察している様子 写真２：２日目の井戸沢断層を観察している様子



見慣れない技術を目の当たりにし，童心に返ったように夢中に
なっていた．最新の技術発展と，科学技術が人を釘づけにさせ
ることの凄さを実感できるいい体験であった．

今回の巡検では茨城県周辺の東北日本に代表される地質や，
なかなか見ることのできない活断層，総合的な知識の取得や確
認には最適な地質標本館と非常に種類に富み，充実した内容の
巡検であった．トラブルにより順調には進まなかったものの，
この内容でも十分にいい経験になった．機会があれば飛ばして
しまった見学地点に関してもいずれ見学に行ってみたいと思
う．個人的には東北日本の地質を見に行く経験はなかなかな
かったので，袋田の滝で水中自破砕溶岩の典型例を見られたこ
とは良い経験であった．自身の今後にもきっと活かしていける
だろう．またこの機会を通して知り合った人たちとの関係を大
切にしてゆきたい．

繰り返しになるが，学生フェスティバルの醍醐味は興味を
持った学生であれば誰でも参加できることにある．さらに前回
の巡検に参加していれば参加者同士の相談で好きな場所へ行け
ることも魅力である．興味を持った方は是非参加してみてはい
かがだろうか．そして最後に，巡検を計画してくださった茨城
大学の方々にこの場をお借りしてお礼を申し上げたい．
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多くの人がまだ見学時間が足りないと言うほどに，内容が盛り
沢山であった．見学が終わった後も，ミュージアムショップで
しばらく物色し，各々買い物を楽しんでいた．

その後，産業技術総合研究所内のサイエンス・スクエアつく
ばへ移動した．ここでは最新の技術を体験しながら知ることが
できる．内容はテレビなどで見たことのあるものから，初めて
見るものまで様々であった．館内は人で溢れており，入館者は
皆がそれぞれのブースで体験を楽しんでいた．色々な人が夢中
で見学をして，中でも子供がゲーム形式の体験ブースからなか
なか動こうとしないほど夢中になっている様子が特に印象的で
あった．私自身もコンピュータによる人間の発音の分析を体験
できるブースや，ロボットの眼の３次元識別能力を体感できる
ブースでは暫し時間が経つのを忘れていた．参加者たちも普段

院生コーナー

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名でおこなっています．原稿はe-mailでいただければ幸い
です．
yhamada@eps.s.u-tokyo.ac.jp 濱田洋平（東京大）
gsc421511@s.okayama-u.ac.jp 湯川弘一（岡山大）
12ND404L@mcs.ibaraki.ac.jp 細井　淳（茨城大）
3SC12024G@s.kyushu-u.ac.jp 佐藤峰南（九州大）写真３：３日目の地質標本館前で野外展示標本を観察している様子
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一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人

の申請によりそれぞれ割引会費が適用されます．2012年11月14日（水）に一旦受付を締め切

りましたが，まだ，申請書を提出していない方で，該当される会員は下記の書式にて申請書

を提出してください（郵送に限る）．最終締め切りは2013年３月29日（金）です．この期日ま

でに申請書を必ずご提出ください．なお，これまで（～2012年度）の院生割引会費について

の申請受付は終了していますので，2013年度分の申請のみ適用となります．
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